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－1－ 
沖永良部島方言語彙のアクセント資料(3) 
 
Examples of Vocabulary of the Okinoerabu-Island Dialect 
with Particular Reference to Prosodemes:Part 3 
 
上 野 善 道 
UWANO，Zendo 
 
はじめに 
拙稿「沖永良部島方言語彙のアクセント資料(1)」『琉球の方言』29:1-40(2005.3) 
拙稿「沖永良部島方言語彙のアクセント資料(2)」『アジア・アフリカ文法研究』
33:155-204(2005.3) 
に引き続き、今回は「その(3)」としてタ行とナ行を取り上げる。 
 内容はその(1)(2)と同じで、沖永良部島和泊町の和泊（わどまり）方言を対象とした 
 
(1) 甲 東哲（きのえ とうてつ）編『島のことば 沖永良部島』、三笠出版、1987 
 
に基づきながら、和泊町皆川（みながわ、[Nja]:[gu）方言の話者である 
 
(2) 皆村 英治（みなむら えいじ）・昭（あき）御夫妻 
 
に、使用の有無と、使う場合はその音形を聞いたものである。主話者としてお願いした
のは昭氏で、英治氏は常に側に付き添ってその補佐をして下さった。 
 提示形式に変更はない。ただし、チ・チャとツに関して、無気喉頭緊張化音のCji、
Cja、Cuであるか、通常のcji、cja、cuであるかは、記録に不統一が目立つ。ひとまずこ
のまま記載し、他の一部の疑問点とともに、なお今後の調査研究に委ねる。 
 
［付記］ 長時間に渡って全面的にご協力を賜わった皆村英治・昭御夫妻に心からの御礼
を申し上げる。甲氏の奥様、澄枝氏にも感謝を申し上げる。本調査研究は、科学
研究費基盤研究（C）「日本語諸方言要地アクセントの緊急調査研究」（課題番号
15520245）によって行なったものである。入力に際しては、東京大学大学院の
RAをしている孫在賢さんの助力を得た。 
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方言語彙アクセント資料 
 
○タ 
タ ～達。人の複数を示す接尾語。ただし指示代名詞に付く。アリタ→あれたち→あの人
達[’a]ri[ta。名詞に付く場合はチャ。「男チャ」[jiN]ga[cja。【cf.[wuna]guN[cja（女
たち）】 
[ta: ター 鳥名たか。 
ta[: ター 田。 
[ta:]sjigu[tu ター/シグトゥ 田仕事。かつての稲作は旧十月に播種、翌年三月田植
え、七月に収穫した。二期作が一般に広まったのは大正末からで大体次の要領で行う。
新の二月一期作播種、四月上旬田植え、七月上中旬刈り入れ、刈り入れが済むと引き
続いて二期作のための耕耘、苗床作り、播種、八月田植え、この頃は降雨が少くあち
こちで川や溜池から田に水を汲みあげる風景が見られる。十一月刈り入れ。 
[ta:]cjaigo[i ターチャイ/ゴイ 田打鍬。木部の先だけに刃を付ける。長いので使うと
きは横からもっていく。 
[ta:]ni[mu ターニム 田芋。屋敷内の水溜りとか、田で日陰になる所とかを利用して
栽培する。子芋ができてから親芋を採って食べる。このようにすると二、三年は植え
替えせずに芋を収穫できる。したがってミチュ/ターニム mi[cjuta:nimu（三年田芋)
【これは食べない】の語がある。茎（ムジ）[mu]zji[: は夏の野菜の少いときに珍重
される。卵とじにすると特においしい。 
[ta:]nimumu[cji ターニム/ムチ 田芋餅。田芋と黒糖を搗き合わせてまるめ、黄粉を
まぶしたもの。旧一月十六日のお墓の正月には必ず霊前に供える。その他の田芋料理
としては、煮るか蒸すかして皮をむいたのを厚さ一センチ程度の輪切りにして油で炒
め、砂糖と醤油を加えて煎る。 
[ta:]Funa[sji ター/フナシ 代掻き。 
[ta:]buku[ru ター/ブクル 田袋。田所。田の多い地帯【地域】。 
x ターワ/ナーカラ、ハテワ/シーカラ（諺）田は中から、畑は隅から。そこがおろそ
かになりがちだから作業を優先して念入りに耕せとの意。 
[da]: ダー 牛馬に対する合図で止まれの意。 
[da:]gu[(:)[ ダーグー o団子。oからだにできるこぶ。 
x タークナジャ とかげ。 
[ta:]cji_[ta:]cji ターチ（幼）立つこと。タッタ [tat]ta とも。 
x ダーチ（幼）抱くこと。だっこ【[dak]ko】。 
-ta:ma ターマ ～加減。「甘ターマ」[’ama]ta:[ma（甘い加減)。【辛さには言わない】 
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[ta:]mu[ru（OK）タームヌ〔焚き物〕燃料。山に恵まれてないので、そてつの葉・そ
てつの実の殼・さとうきびのしぼりがら・麦わら・粟がら・大豆の茎・すすき・あだ
ん・松葉等々燃えるものはすべて燃料とした。松割木や沖縄の山原から移入した薪を
使うのは、一般家庭では冠婚葬祭や正月のときだけだった。 
[ta:juN ターユン 付着する。 
x タール/ワール 子供達がしゃべり合って寝つこうとしないときに言う言葉で、こう言
った後は誰も話してはいけない。 
[ta:wari ターワリ あかぎれ。 
x タイ 髪を結ったとき、まげの下にできる髪のゆとり。 
-taja タイ ～たり。「取タイ投げタイ [tu]ta[ja_[nagi]ta[ja した」。 
[daibaN ダイバン〔大判〕普通より大きな人・動物・物。 
x タイマツ 松明。葬儀用には径二、三寸、長さ一尺くらいに藁束をくくり白紙で巻く。
葬列では箒に続く。 
da[ui= ダウイ 三味線の低音の弦。針金を用いることもある。 
ta[e= タエ 便り。「子供達から何のタエもない」。 
taka- タカ 高。 
(希)[taka]’a[ni タカ/アニ 大型の蟻の一種。 
[taka]gu[ra タカ/グラ 四本、六本ないし九本の円柱の間に床を設け、上に屋根を置
いた倉。普通は四本柱。奄美・沖縄諸島・八丈島に分布する。金釘は使わず木材を組
合わせてある。 
x タカバタ 高機。地機に対して腰かけて織る機。明治の中頃、タケさんという本土
から来た人が使い始めたという。その後、西原字の東前生氏が本土から高機を持って
きた。当時の女性達は、遠方からもこれを見に出かけた。東氏は蚕糸の取り方まで指
導した。大正七年、和泊に紬工場ができてそこで高機を使用するようになってから一
般にも広まった。この頃高機操作指導のため大島から調教師と称される人々が来島し
た。高機で芭蕉布を織るときは、経糸は必ず他の繊維を使った。高機では切れやすい
からである。 
x タカンジャル のっぽ。 
ta[ga] タガ 格好。 
ta[ga_[’a]N タガ/アン〔タガある〕格好良い。 
[taga]taga:[tu タガタガートゥ 格好良いさま。 
ta[ga_na[N タガ/ナン〔タガ無い〕格好悪い。 
ta[gaN]cja タガンチャ 格好良いのを褒めることば。「あの子の踊りのタガンチャ」。 
[ta]ki[(:)[ タキ 背たけ。【岳の意では使わないと】 
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[ta]ko[(:)[ タク たこ。 
x タクヌ/イルムドゥイ（諺）〔たこの色戻り〕たこが色を変えるように、喜怒哀楽を
すぐ顔に出すこと。 
x タクワ、ドゥーシ/ドゥーヌ/ティー/カミン（諺）〔たこは自分で自分の手を食う〕
自分の利欲のため全体の損失を招き、そのことが結局自分の損失ともなること。 
ta[kubiN タクビン【着物を】畳む。 
-takurasjuN タクラシュン 動詞についてその動作の意味を強める。「打ちタクラシュ
ン」[’ucji]takurasju[N（打ちのめす）。 
ta[kurijuN タクリユン 熱湯で皮膚がただれる。 
ta[ge タゲー 互い。【cf.[ta]ge[ni 互いに】 
[tasji]kara[N タシカラン 助からん。ものの役に立たない。 
[tasji]karazjimu[N タシカラザ・タシカラジ/ムン〔助からぬ者〕ものの役に立たぬ者。
【瀕死の病人にあらず】 
x タダハラジ〔ただの髪〕婦人の髪の普通の結い方。後方で簡単に丸めて髪刺でとめる。
これをもっと格好よく工夫したのをxチングリという。 
ta[tami タタミ 畳。かつては素人造りが普通で【むしろ、それしかなく】表面が盛り
あがり座り心地は柔らかいが長持ちしなかった。【cf.[sjima]data[mi】 
x タダヤマ〔ただいま〕すぐに。即座に。「タダヤマできる」。 
da[cji’akaN ダチアカン〔らちあかぬ〕（人間が）役に立たない。「ダチアカヌ da[cji 
’akanu 男だ」。 
ta[cje]raN タチェラン o足りない。o間に合わない。 
x タチキ 来月。 
x タチナチ 犬の長鳴き。人が死ぬ前兆とされる。 
[tacji]bi[(:)[ タチビー 命日。一年忌・三年・七年・十三年・十七年・二十五年・三十
三年忌に家庭で供養をする。 
[tacji]ma[cji タチマチ（植）なたまめ【鉈豆】。 
da[cjuN ダチュン 抱く。 
x ダチアマ〔抱き母〕乳母。 
x ダチグヮー〔抱き子〕かつては八歳未満で死亡した子供の葬儀は簡単な箱に入れ、
それを抱いて墓へ行った。このことをいう。したがって特に夜、幼児を前抱きにして
歩くことを忌む。 
x タチョシャ さつまいも・田芋・米粉・唐黍粉等を煮てこねたもの。稲・麦の播種祝
やウミリの日の供物となる。 
dac[cjo] ダッチョ（植）らっきょう。 
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ta[ti] タティ 同年齢。「A君とB君はタティだ」。 
[tati]ju[N タティユン 立てる。o比べる。o水を田に引く。o風呂を沸かす。o戸を閉め
る。o鼻緒を付ける。 
[tati]mi[zji タティ/ミジ〔立て水〕溜池の土堤に接してイビを設け、そこに溜めた水
をイビグチから田に流出させる。このようにすることを水を立てるといい、この水を
立て水という。 
-dana ダナ ～ずに。「誰もホーラダナアタン [ho:radana_[’a]ta[N」(誰も買わなかっ
た)。～ても。「金は無ダナ [na:]da[na も健康だったらよい」（金は無くても健康だ
ったらよい)。 
-danadu ダナドゥ ～からこそ。「君が訊かダナドゥ cji[kadanadu 教えなかったの
だ」。 
[ta]na[ga タナガ てながえび。 
x タナガクレ/バートゥ〔たなが食い鳩〕かわせみ。 
[tana]gemu[N タナゲムン 肉・魚などを嫌って食べない人。 
ta[nabata タナバタ 七夕。色紙を吊った竹を立てるなど本土と変わりはないが、そう
古くからの風習とは思えない。かつてこの日は後生のアンダ城の門の開く日だといわ
れ、妖怪の出る日だともいわれた。現在お盆に迎えている祖霊を、昔はこの日に迎え
ていたのではなかろうか。 
ta[nabata’ami タナバタ/アミ 七夕雨。七夕の頃はよく雨になるといわれる。この雨
で大根等の種をまく。 
x タナヒチュン〔棚引く?〕油が水面に広がる。 
-danaja ダナヤ 動詞について希望の意を表わす。「私も行かダナヤ」’i[kadana_%ja 
(行きたいものだ)。 
[ta]ni[(:)[ タニ 種。苗を含む場合もある。例えば稲ダニ [’ini]da[ni は稲苗のこと。
【cf.[wuzji]da[ni（砂糖きびの苗）】 
[ta]ni[･_[’uru]sju[N タニ/ウルシュン〔種を降ろす〕種をまく。 
[ta]ni[･_[Ma:rirasjuN タニ/マーリラシュン〔種を生まれさせる〕種をまく。 
-tane,-tabe タネ・タベ ～まで。「あそこタネ ’a[maNtane,-tabe 走ろう」。 
[ta]no[(:)[（OK) タノー 帯状疱疹。 
ta[bagutu タバグトゥ たわごと。正気でない言葉。 
ta[bi= タビ 旅。本土。 
[tabi]Cju[: タビ/チュー〔タビ人〕本土から来た人。 
[da]bja[:[ ダビャー 足の裏。 
ta[bujuN タブユン 保存する。 
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ta[bojuN_? タボユン ～てくださる。(古)「たまふ」。 
-tabori タボリ ～てください。「この紙に書チタボリ ha[cji]tabori」(書いてくださ
い)。(古)「たもれ」。【cf.[ho:ti]tabori（買ってください)、’u[ti:]tabori（売ってくだ
さい)】 
[dama]kasju[N ダマカシュン だます。子供をあやす。なだめすかす。 
[tama]kuga[ni タマクガニ〔玉黄金〕最愛の人。愛児。日常語でなく歌語。 
x タマクガニ/シリワ、ワミム/タマクガニ（諺）他人を玉黄金のように愛し親切にす
れば自分も他人からそうされる。 
[ta]ma[sji タマシ 魂。知恵。【知恵の意が普。[tama]sji[nu_[’a]N/na[N 知恵がある
/ない】 
[tama]gaju[N タマガユン〔魂上がる〕恐れる。【畏怖する意で、びっくりする意に
あらず】 
[ta]ma[sji_[’juN タマシ/イュン〔魂入る〕知恵がつく。懲りる。 
[tama]sjisji[ki タマシ/シキ 知恵者。 
x タマシ/シキヌ、トゥシニャ（諺）知恵者の十種。同じく知恵者といっても色々だ。
知恵者と言われる人でも、愚かなことをすることがある。 
[tama]sjisjigi[ra タマシ/シギラ〔魂過ぎ者〕知恵がありすぎる者。ちゃっかり者。 
[ta]ma[sji_%sjuN タマシ/シュン〔魂する〕知恵をつけられる。他人の言動によって
自分が啓発させられる。「タマシシャン」（魂した）と過去形で使うことが多い。【また
[ta]ma[sji_%’icjaNとも。他に[cjiki]ju[N,ku[rijuＮとも。】 
[ta]ma[sji_tu[basjuN タマシ/トゥバシュン〔魂飛ばせる〕びっくりする。 
[tama]sjina[sja タマシ/ナシャ〔魂無者〕知恵のない者。気のきかぬ者。 
x タマ/ヤドゥ 霊宿。かつては葬式のあった夜、死者の家では庭に竹を四本立て、む
しろで囲い中に臼をうつ伏せにして杵を供えておいたという。これを霊宿という。 
x タマシ 分けまえ。 
x タマシ/ウチュン 配分する（主として魚などの配分に用いる）。 
[tama]sji[ka タマシカ まれに。偶然に（会う）。 
[tama]na[(:)[ タマナ（植）キャベツ。芯も塩漬け・味噌漬けとして利用される。 
ta[majuN タマユン 持ちがよい。長持ちする。 
[tama]ju[N タマユン 反る。窪む。たわむ。【ベニヤ板などが】 
x ダマリ ～さえも。「犬ダマリ恩を知る」。 
ta[micji タミチ 溜池。水源に恵まれないこの島には五十余の溜池がある。穫りたての
作物や牛馬を洗うのに、また水浴や洗濯・防火用水等にも利用され島民の生活と大き
な係わりを持っている。中でも大切なのは田への灌漑で、旱魃がちなこの島の稲作に
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とってはなくてはならぬものである。 
[tamu]tu’isjo[:[ タムトゥ/イショー 筒袖でないたもと付きの着物。 
[tami]ju[N タメユン・タミユン【弓で】的となるものをねらう。 
da[ja] ダヤ 力の脱けた状態。「終日働いたのですっかりダヤなった da[ja_na[ti」。 
[dara]sju[N ダラシュン やっつける。うちのめす。 
ta[razjimuN タラジムン〔足らず者〕知恵の足りない者。 
[tari]ka[sji タリカシ 豚肉【と鯨肉】を煎じて脂分を取った残りのもの。保存がきき年
中の調味料となる。シジガラ [sjisji]ga[ra とも。 
x タリガティムン 酢の物。 
-tariko タリコ 汚物がいっぱい付着していること。「泥ダリコ [doro]dari[ko なって
遊んでいる」。 
[dari]ja[mi ダリヤミ 晩酌。 
[tari]ju[N タリユン 【パンなど】どろどろにものをこねまぜる。 
[dari]ju[N ダリユン 疲れる。 
ta[ru= タル 誰。どなた。 
x タルガラ/チュー 誰かさん。知っていながら知らないふりで言う言葉。 
[taru]da[ru[,[taNdaru タルダル・タンダル 誰々。 
[tanu]sji[mi_[’a]N（OK）タルシミ/アン〔楽しみある〕楽しい。おもしろい。 
ta[rejuN タレユン 足らせる。補う。付け加える。 
ta[re_? タレー 不足の補い分。 
-taN,-daN,-cjaN,-zjaN タン・ダン・ジャン・チャン（助動）～た。～だ。「起きタン」
[’ui]ta[N、「頼ダン」[tano]da[N、「行ジャン」’i[zjaN、「見チャン」[mi]cja[N。 
[daN]ga[sa ダンガサ こうもりがさ。おらんだがさ→らんがさ→ダンガサ。 
[taNki タンキ 短気。 
x タンキヌ/イジユンキャ、ティー/ヒキ（諺）短気が出たら手を引け。暴力に訴える
な。 
x タンキワ/スンキ、リンキワ/チューダミ（諺）〔短気は損気、悋気は人為〕短気起
こせば自分の損。悋気すれば他人を得させる結果にしかならない。 
[taN]kiju[N タンキユン 大事にそっとあつかう。「手術後だからからだをタンキなけ
ればいけない」。 
x タンキタンキ 大事にそっとあつかうさま。 
x タング 担い桶。 
x ダングラ〔オランダ鞍〕昭和の初め頃から用いられるようになった皮製の鞍。転じて
騎馬戦。 
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[taNgejuN タンゲユン 当てにする。頼りにする。 
[taNko タンコ 同等。同価値。 
x ダンジュ 道理で。「Aさんは大金を手に入れたそうだ」「ダンジュ嬉しそうな顔して
いた」。 
[taN]taka[sji タンタカシ（植）ひま。実は竹鉄砲の玉にもなった。 
[daN]da[N ダンダン 色々（普通とは違ったもの）。「世の中にはダンダンな [daN]da
N[na 人がいるものだ」。 
x タンチャマヤ 短気者。ただし廃語。 
[taNdi_[taNdi タンディ・タンディドーカ 頼む、ものごとをお願いする意を表わす。
【また、[do:]ka_[do:]ka とも】 
[ta]N[nja タンニャ たにし。 
 
○’タ 
Ta- タ「二つ」の意を表わす語。 
[Ta:cji ターチ 二つ。 
[Ta:cjimacjizji ターチ/マチンジ 二つある頭のつむじ。そういう人は意地が強いとい
われる。 
[Tai= タイ 二人。 
Ta[cjiki タチキ 二か月。 
[Tattagwa: タッタ/グヮー 双生児。x鍋一つに杓子二つ入れて使うと双子が生まれる
として忌む。 
(希）Ta[tukuru タトゥクル お二人【敬語】。 
Ta[naNka タ/ナンカ ふた七日。 
Ta[hemacji タヘ/マチ 二重蒔き。重蒔き。【やり直しで】 
x ター もちろんそうだともの意を表わす感動詞。「ター、おまえが行かなくちゃ」。 
(希）[Ta]: ター（幼）砂糖。 
[Tac]cji｡kaju[N タッチカユン くっ付く。ひっ付く。 
 
○チ 
-cji チ（助）方向・場所を示す。「南チ行く」[he]:[cji「東京チ行く」[to:]kjo:[cji。 
[Cji,[Cji:]nu チー 一日。 
[Cji:]gu[sji チー/グシ〔一日越し〕一日おき。 
[Cji:]ta[cji チータチ ついたち。朔日。 
[Cji]:[cji チー/チ 一日一日。日に日に。 
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[Cji:_%hji:zju チー/ヒージュ 一日中。cf.[hji:zju 
[Cji:]hucji[ka チー/フチカ 一、二日。僅かの日数。 
x チー つるべ。ただし廃語。 
%Cji][: チー o乳。o乳房。oみかんの中の袋。 
[Cji:]kure[ba チー/クレバ〔乳食らい歯〕犬歯。 
[Cji:]numi[gwa:[ チーヌミグヮートゥ/ワカリティ、ミチマデドゥ/シュール（諺）
乳飲み子と別れて道迷いこそすれ。わが子を思って心ただならぬ母親の心情。 
[Cji:]buku[ru チーブクル〔乳袋〕乳房。主に動物のをいう。 
x チー 霧。霞。もや。 
[CjiN チー 釣針。（古）「ち」。 
x チー/マギ〔チー曲げ〕釣針を作る道具。 
[Cji: チー 血。 
[Cji:_%hjicjuN チー/ヒチュン〔血を引く〕遺伝する。 
x チー/フジョー 血不浄。お産のけがれ、およそ七日間。 
x チーギ（植）あかてつ。 
[Cji]:[ja チーヤ ひとえの着物。(古)「ちはや」〔巫女が神事の際用いる白布単衣)。 
[cje]: チェー 牛馬に対する合図。「右に曲がれ」「右に寄れ」背中を鼻綱で打ちながら
言う。 
x チガ 三味線の胴。蛇皮で張るのは昭和三十年代以降。それまでは和紙に渋（芭蕉の
幹から採った汁）を塗ったものを数枚重ね張りした。 
x チガイ 釣針が海中の岩にひっかかること。 
[Cji｡Ka]noju[N チカノ（ー）ユン 飼う。 
[Cji｡Ka]noiwa[ki チカノイ/ワキ 他人の家畜を飼育して産まれた子を持ち主と分け
ること。【子供を生ませて親を返す。】 
[Cji｡Ka]mi[N チカミン 掴む。捕える。 
-cjiKaN  チカ・チカン〔掴み〕束。稲苗を数える単位。三ニジ（三握り）が一チカ
となる。【[Cjucji]Ka[N（一束）、Ta[cjiKaN（二束）、…と数える。】 
x チカラグサ（植）ねずみのお。おひしば。 
x チカラメー〔力飯〕生まれたばかりの赤子に形ばかり食べさせる真似をする御飯。 
[cjiki]’a[gi チキアギ 魚のすり身に豆腐・澱粉等を混ぜ合わせて油で揚げたもの。【薩摩
揚げ】 
cji[kida チキダ〔漬け田〕年中水をたたえている田。水を入れた田。 
[cji]ki[de チキデ〔付竹〕マッチ mac[cji。木を削って硫黄を付けたものが明治十年頃
移入され、これをチキデと称した。これは火種に近づけることによって火を得るもの
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であった。現在のマッチには xダンチキデ（オランダチキデ）といっていた。 
[cjiki]numu[N チキヌ/ムン・チキヌ/ソイ〔月のもの〕月経。ドゥーヤブリ [du:]jab
u[ri（自分破れ）ともいった。 
cji[gu= チグ（植）しゅろ。幹の上部を覆うさやは網目状の細い繊維でできていて、風
雨に強く腐れない。竹で骨を組み、その上にさやを張ると丈夫で雨のもらないチグ笠
ができる。また、さやを組み合わせてみのを作る。これをチグ/ニョーサ cji[gunjo:s
a (cf. [njo]:[sa）という。さやの繊維をほぐして紐になったもの（チグ綱）は丈夫
この上もなく、オーダ [’o]:[da（もっこ）を作ったり各種の緒紐・結び紐・牛馬の手
綱等用途は広い。子供はこの繊維を網がわりにして川えびをすくうのに使った。柄つ
きの葉でははえ叩きを作る。【腐りにくい性質をもつ。】 
x チクチク 犬を呼ぶ声。 
[cjiku]cjiku[tu チクチクートゥ 小さいながら均整のとれたさま。 
[cjiku]muN[du_ha[nasja チクムンドゥ/ハナシャ（諺）なつく者こそ愛し。【[cjiku]
mu[N,ha[nasja]N】 
x チグユン こっぴどく参る。ひどく懲りる。 
x チグル 芭蕉から紡いだ繊維を手まり状に巻きつけたもので紐に通して保管する。
「とぐろ」の転か。 
cji[kuN チクン〔気根〕気力。体力。 
cji[kuN_%sjuN チクン/シュン〔チクンする〕気力・体力を養うため栄養を摂る。 
cji[kuNdari チクン/ダリ 気力・体力の疲れ。 
cji｡[kesjuN チケシュン〔使いする〕招待する。 
[cji｡ke]Fugasju[N チケ/フガシュン 金を使い果たして穴を開けてしまう。【Cf.Fu 
[gasjuN ＝穴を開ける】 
cji[zji･ チジ 頂上。 
(希）cji[zji･ チジ 穀物の粒。フミチジ [Fumi]cji[zji[ は米粒。 
Cji[zjikaN チジカン 続かない。耐えることができない。「こんなに暑くてはチジカン」
【体力】。 
[cji]zju[(:)[ チジュー 唾。x流れ星を見たとき、もぐらが道を横切ったときは唾をはか
なければならない。 
x チジュタン 落としものが見つからないとき、左の掌に唾を吐き、右手指で軽く叩
きながら落しものを見つけさせてくださいと唱え、最後に強く叩いて唾の飛んだ方向
を探す。 
cji[zjumacji チジュマチ 龍巻き。 
cji[zjumi チジュミ〔縮み〕ゴム紐。 
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[cji]zju[ja,[hama]cjizju[ja チジュヤ・ハマチジュヤ 干鳥・浜千鳥。 
[cji]zju[ja チジュヤ ちぢれ髪。マングイ [maN]gu[i とも。 
cji[zjosjuN チジョシュン つなぐ。 
x チジョシ/ハジョシ ものをつなぎ合わせたり、縫い合わせたりしてあるさま。「チ
ジョシ/ハジョシの着物で漁に出かけた」。 
x チジラ 大魚を釣るときに用いる釣針に付ける針金。これに釣り縄を付ける。 
cji[zjiN チジン〔つづみ〕太鼓。 
cji[ta] チタ・チッタ 腫物や傷などのかさぶた。巻貝の蓋。x巻貝の蓋はハンジタとも。 
cji[tamajuN チタマユン したたる。(古)「したむ」（液をしたたらす）。【水が少しずつ
出る】 
x チタチタ しずくがしたたる音。 
cji[tamai チタマイ しずく。 
x チチー 鰆をおびき寄せるための擬似餌。 
x チチー〔筒〕せんだんや桐を用いた刳物のたばこ入れで枕を兼ねたもの。持ち主が死
んでもその霊がこれに宿るとされた。 
[cji]cji[sju チチシュ 花嫁に付き添って行く未婚の女性。 
cji[cju] チチュ 月。満月のことをマンヂチュ【原文はマテヂチュとあるも誤植であろう】
[maN]zji[cju という。鬼に追われた子供が天から下りてきた綱によじ登って助かっ
た。しかし、片足だけは食われてしまったので、xハジキラ/グヮ（足の切れた子）が
住んでいるという。上弦の月をxタマイ/ヂチュ（溜り月)、下弦の月をxハンカリ/ヂ
チュ（こぼれ月）という。 
cji[cjuN チチュン 利く。聞く。聞いて従う。【効くも】 
[cji]cju[N チチュン 着く。付く。なつく。 
x チットゥ 非常に（推量の場合用いる）。「チットゥ水が欲しかっただろう」。「きっと」
の転か。 
[cjippai チッパイ 支柱。 
[cji]Tu[(:)[ チトゥー みやげ。宴席から家に持ち帰る御馳走。子供が期待するものな
ので招待された人、特に婦人は膳の皿の幾らかを持ち帰るのを例とする。また、招く
側もチトゥとするため、xムイワキと称するのを膳に供える。チトゥはかつては、芭
蕉・くわずいも・ハジギの葉等で包んだ。(古)「つと」。 
[cji]Tu[(:)[ チトゥ ふくらはぎ。 
x チナ/キュン〔網を切る〕海で毒流しをする際魚群の退路を遮断すること。芭蕉の茎、
またはあだんの葉の根本の白い部分を一尺置きくらいに綱に差してそれを海中に張り
めぐらす。海中で青白く光っておどしの役をなす。 
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cji[nazjuN チナジュン oつなぐ。o家畜を飼育する。かつて野つなぎにして飼育したこ
とからきた語であろう。 
x チナブシ 牛馬を野外に出しておく場合、地面に立てて綱をつなぐ杭。 
x チニル シクヌクヮーを獲るための道具。チニルハジラ（りゅうきゅうていかかずら）
のつるで作る。 
[cji]nu[(:)[ チヌ 角。 
[cjinu]ma[ta チヌマタ 海藻つのまた。これを炊いて寒天状とし味噌漬けにする。
【今は台湾からもってくる】 
[cjinu]mu[sji チヌムシ（角虫）穀象。 
[cji]ba[sa]N チバサン（仕事や人柄などが）きつい。 
cji[bajuN チバユン 気張る。精出す。がんばる。 
cji[baturo]: チバトゥロ がんばっていますね。働いている人にかけるあいさつのこ
とば。 
x チバリ/タシキラ（諺）〔がんばれ、助けよう〕天は自ら助くる者を助く。 
cji[bara チバラ 着物。【普段着】 
cji[bi= チビ 尻の方。ものの突端。【特に芋について言う。人の尻は ma[i】 
cji[bikucjinu_[’o:]ra[N チビクチ/オーラン（尻口合わない）前後つじつまが合わな
い。 
x チビケ/ヰー〔尻かけ座り〕縁側などに尻だけを掛けて足を垂らす座り方。 
[cjibi]tuga[ja チビ/トゥガヤ〔突端が尖ったもの〕（一）o麦わらで作る円錐形の笠で
日除け用。（二）o円錐形の茅葺きの屋根で主として砂糖小屋等の葺き方。ユンブシャ 
[juN]bu[sja とも。 
[cji]bi[cja チビチャ 芭蕉の繊維で織った身丈の短い男物の作業着。 
[cji]bu[tu（チブ)・チブットゥ 全く。全然。 
x チブ 動詞から転じた名詞についてそのことが高圧的であるとの意を表わす。「チブ
押しつけにする」。 
cji[bu･ チブ x壺。o肥溜め。o豚小屋に隣接して設ける。 
cji[bui チブイ しりからげ【雨降りなどのときにする】。「高チブイ [taka]cjibu[i あげ
て働いている」。 
x チブシ 足のくるぶし。 
x チブラ・チブランギ（植）がじゅまるのうち横に枝を伸ばす種類のもの。 
[cji]bu[ru チブル 頭【人のも】。 
[cjibu]ru[go:[ チブル/ゴ 食料としての豚の頭。 
x チブル/バチ 熊蜂。 
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[cji]bu[ru_[jama]sju[N チブル/ヤマシュン 頭を痛める。悩む。 
[cjibu]rujami[: チブル/ヤミ 頭痛。 
x チマイ つまり。極限。 
cji[magu チマグ ひづめ【特に牛の】。 
Cji[makurubi xチマクルビン つまずく。【名詞形の Cji[makurubi_%sjuN の形で使
う。】 
[cji]ma[sa]N チマサン 栓などがきつくはまっているさま。 
x チマサン つましい。節約家だ。(古)「つまし」(倹約である)。 
Cji[mi･ チミ 爪。三味線をひくのに用いる義甲。牛の角等で作り右人さし指にはめる。 
x チマ/モール 爪の肉の間にそげが立ったりしてできる腫物。 
x チミ/クイガニ〔爪食い蟹〕爪をくわえてすねている子をこうたとえる。 
x チミ つむ。糸車にかけて竹管を通す長さ20センチくらいの鉄針。この竹管に糸を巻
き取る。 
[Cji]mu[(:)[ チム 肝。心。気立て。 
x チム/アツァン 根気がない。飽きっぽい。 
[Cjimu]’iku[sa]N チム/イクサン〔肝小さい〕気が小さい。 
[Cji]mu[:_[’izji]ju[N チム/イジユン〔肝出る〕腹が立つ。 
[Cjimu]’icjika[sa]N チム/イチカサン〔肝短い〕気が短い。 
[Cjimu]’iba[sa]N チム/イバサン〔肝狭い〕心が狭い。 
x チム/オソネユン〔肝失う〕茫然自失する。 
x チムカシャカシャ/シュン〔肝かさかさする〕いらいらする。 
[Cji]mu[:_[kiri]ju[N チム/キリユン〔肝切れる〕思い切る。心を痛める。 
[Cjimu]guku[ru チム/グクル〔肝心〕心。気立て。 
[Cjimu]guru[sja]N チム/グルシャン〔肝苦しい〕恥かしい。 
x チムシドゥ、ハギ/ホーユル（諺）〔心でこそ容姿は買う〕容姿のよしあしも心次第
だ。 
x チムシドゥ、ムヌワ/ミュール（諺）心でこそものは見る。心ここにあらざれば見
れども見えず。 
[Cjimu]so:da[cji_%sjuN チム/ソーダチ/シュン〔肝ソーダチする〕心がざわつく。 
[Cjimu]taro[sa]N（OK）チム/タラサン 気がいらいらするさま。 
[Cjimu]zjimu[to チムヂムトゥ〔肝々と〕生まじめなさま。 
[Cjimu]zju:[sa]N チム/ヂューサン〔肝強い〕気強い。 
[Cjimu]zjura[sa]N チム/ヂュラサン〔肝美しい〕心がきれいだ。お人よしだ。 
[Cji]mu[:_[cu｡ku]rara[N チム/ツクララン〔肝作れない〕心配で心配で気を落ちつ
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けることができない。 
[Cji]mu[･_%tubasjuN チム/トゥバシュン 〔肝飛ばす〕びっくり仰天する。 
[Cjimu]naga[sa]N チム/ナガサン〔肝長い〕気が長い。 
[Cji]mu[ni_%sumijuN チムニ/スミユン〔肝に染める(su[mijuN)〕肝に銘じる。 
x チムヌ/ハニドゥ/アール、ワタヌ/ハニワ/ナン（諺）もうこれで十分だと思わなけ
ればいくら食べてもきりはない。 
[Cjimu]nu[mi（OK）チムヌ/ミー〔肝の思い〕ほんのちょっと気休め程度。 
[Cjimu]ba[ri チム/バリ〔肝ばれ〕決断力。 
[Cjimu]hju:[sa]N チム/ヒューサン〔肝広い〕心が広い。 
[Cjimu]Fui[sa]N チム/フイサン〔肝大きい〕大胆だ。 
[Cjimu]jasji[mi チム/ヤシミ〔肝休め〕気休め。 
[Cji]mu[･_[jama]sju[N チム/ヤマシュン〔肝病ます〕心を痛める。 
[Cji]mu[･_[ja]mi[N チム/ヤミン〔肝病む〕後悔する。 
[Cjimu]ju[kwa]N チム/ユクヮン〔肝良い〕気が良い。 
[Cji]mu[･_[juru]sju[N チム/ユルシュン〔肝許す〕心を許す。油断する。 
チャ ～達。人の複数を表わす接尾語。「子供チャ [wara]N[cja がいる」。 
チャ ～ぽち。僅少の意を表わす｡｢十円チャ [zju:]eN[cja 残っている｣｡[gasa]N[cja 
Cja:- チャー 一気な・一目散な・急な・間断ない等の意味の接頭語。 
x チャー/チチ/ミシュ 味噌造りは二度搗きするのが普通であるが、一気に一度で搗
きあげる味噌。【[cja:]zjukimisju[: は「お茶受け味噌」の意】 
[Cja:]tuba[sji チャー/トゥバシ ひた走り。 
[Cja:]haja[sji チャー/ハヤシ ひた走らせ。まっしぐらな走行。 
x チャー/バンタ 急な崖。 
[Cja:]macji[ra チャー/マチラ 休みなく一人でしゃべりまくること。酔っぱらいが
同じことを何度も繰りかえし言うこと。 
cja[: チャー 茶。間食。家で祝事があって人を招待する場合「チャーオイシガ/メンシ
ョーリ」(お茶をあがりにいらっしゃい cja[:_[oisjiga_[MeN]sjo:ri）と声をかける。
酒宴でも、日常三度三度の食事でも、茶で始まり茶で終わるのが正式である。人をや
とって仕事をしてもらっている場合等に食事や間食にしようという際も「お茶をおあ
がりなさい」という言い方をする。【これは有気音】 
[cja:]zju[ki チャージュキ 茶請け。黒糖・粉糖・味噌・漬物等が普通。 
[cja]:[to チャート〔茶湯〕年忌祭。毎朝霊前に供える茶のお初。チャート/ミジト [c
ja]:[to_mi[zjito とも。 
[cja:]nuha[sji チャーヌ/ハシ 茶がら。 
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[cja:]numi’a[gu[ チャーヌミ/アグ 茶飲み友達。 
[cja:]ju[(j)e チャー/ユヱ〔茶祝〕家での簡単なお祝。 
[cja:]cjaba[nu チャン/チャバヌ 茶茶碗。湯呑。【これは御飯用で、湯呑みは [cjacj
a]wa[N】 
[Cja]:[ku チャーク 強く。「チャーク打つ」。女性が「ひどいわ」に相当する語として
も使う。(古)「いたし」(はなはだしい。ひどい。) 
[Cja]:[ma チャーマ 少し。「私にもチャーマ分けてよ」。 
[Cja:]ju[N チャーユン 耕す。 
x チャーラ/ウトゥシ〔こけら落とし〕進水式の際、舟の炊夫を海へ突き落とす風習が
あった。これをかくいう。 
%Cja]c[cja チャッチャ（幼）おんぶ。 
[cja]ba[nu チャバヌ〔茶碗〕飯茶碗。明治の頃までは沖縄式にマッカイと言ったとい
う。食事の杯数を数える単位。「御飯を三チャバヌも食べた mi[cjabanu」。【cf.[Cju
ma]ka[i,[Cjucja]ba[nu（一膳）、Ta[makai,Ta[cjabanu（二膳）、mi[makai（三膳）】 
[cjaba]nunu[zji チャバヌ/ヌジ〔茶碗抜ぎ〕黒糖のできたてをチャバヌに入れて固め
てから抜き取ったもの。茶碗の形をしていて格好は良くないが実質的なので気のおけ
ない人への贈物となる。 
[Cja:]micja:[mi（OK) チャミ/チャミ まごまご。ぼやぼや。 
[Cja:]miju[N チャーミユン つんのめる。 
-cju チュ・チュム ～さえ。さえも。「そんな簡単な仕事チュ sji[gutuNcju できないの
か」。 
Cju- チュ 一の意を表わす。 
Cju[i チュイ 一人。 
[Cjui]gwa[: チュイ/グヮー 一人っ子。 
[Cju]i[cju チュイ/チュー・チュイムン 一人者。 
Cju[Ki]ne チュ/キネ 一家族。【cf.Ta[Kine（二家族）】 
[Cjuku]da[i チュ/クダイ 一踊り。【cf.Ta[kudai（二踊り）】 
[Cju]ku[re チュ/クレ 一食。【cf.Ta[kure（二食）】 
[Cjucji]ka[ma チュ/チカマ〔一束間〕つかの間。一瞬。 
[Cju]Cji[ki チュ/チキ 一月。【cf.Ta[cjiki（二月）】 
[Cju]cji[bu チュ/チブ 一粒。【cf.Ta[cjibu（二粒）】 
x チュチブ/ヲゥナグニワ、ホーブシ/バテ/クリリ（諺）〔一人娘には、はますげの生
えた畑を与えよ〕かわいい子にほど難儀苦労させよ。 
x チュチャガム カームは二枚の布を継ぎ合わせて作るのが普通であるが、一枚の布
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でできたものをいう。 
[Cjucja]ba[nu チュ/チャバヌ 一杯。食事の杯数。 
%Cju]k[Ku]N チュッ/クン 一袋（みかんの中の袋）。【cf.Ta[KuN（二袋）】 
Cjuk[ke] チュッ/ケ 一回。【cf.[Takke（二回）】 
[Cjukke]To[i チュッケ/トイ 一、二回。【これには TakkeToi という形はない】 
[CjuTi]bu[i チュ/ティブイ 一束。三束で一チカ、十チカで稲なら一マルチ、稲苗は
一ヌチ。【cf.Ta[Tibui（二束)。[Cjuma]ru[cji（一マルチ）、Ta[marucji（二マルチ）】 
[Cju]tu[: チュ/トゥー 一年。【cf.Ta[tu･（二年)】 
[Cjutu]ku[ru チュ/トゥクル お一人（敬語）。 
Cju[Fu] チュ/フ 一個（卵等の数)。【cf.Ta[Fu･=（二個)】 
x チュ/ブン 海や溜池などに平たい小石を投げて水面を走らせる遊びで、小石が水面
をはねた回数を一ブン、二ブンと数える。 
Cju[Fo] チュ/ホー 一方。【cf.Ta[Fo･=（二方）】 
[Cju]ma[sji チュ/マシ 田の一区画。【cf.Ta[masji（二区画）】 
x チュ/ミシゲ/チコンナ（諺）〔一しゃもじ使うな〕御飯等をたった一回でついでは
いけない。 
[Cju]mi[cji チュ/ミチ 〔一道〕一緒。運命・生死などを共にする意味で使う。【これ
には Ta- の形はない。】 
Cju[ja] チュ/ヤ 一つ家。「二家族がチュヤで暮らしている」。 
[Cju]wa[sji チュ/ワシ 製品としての焼酎の一升。十ワシ tu[wasji が一斗となる。
【cf.Ta[wasji（二升）】 
x チュイ かくれんぼの合図で「もういいよ」にあたる。 
x チュイ、バ （ー幼）幼児をあやすとき、おとなが両掌で顔を隠しながらチュイと言い、
顔を出しながらバーという。 
[Cju: チュー 人。他人。 
x チューグトゥ/イュンテ、ナマグミ/カミンテ（諺）人のうわさ話と生米を食べるの
は一度始めたらなかなかやめられない。 
[Cju:gumu チュー/グム〔人雲〕入道雲。梅雨が終わったことを示す。 
[Cju:sabaKui チュー/サバクイ 他人への干渉。 
[Cju:zjima チュー/ジマ 他島。他集落。 
[Cju:zjimaCju: チュージマ/チュー 他島や他集落の人。 
x チュー/ダマ 人魂。身分高く人徳ある人の霊魂は、死に先立って人魂となって昇天
すると考えられていた。したがって人魂が飛ぶことは近日中にそのような人が亡くな
ることの前兆とされた。 
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[Cju:taNge チュー/タンゲ 人頼り。人だのみ。 
[Cju:zjira チュー/ヂラ〔人面〕人の顔【が暗くて判別できぬ、など】。 
x チューヌ/ウイ〔人の上〕人ごと。 
[Cju:nu_sa[cjitu_[ju:nu_sa[cjiwa_[waka]ra[N チューヌ/サチトゥ、ユーヌ/サチ
ワ/ワカラン（諺）人の先と世の先はわからない。 
x チューヌ/フードゥ、ワー/フー（諺）他人の幸運こそわが好運。例えば農家が豊作
となれば購買力がついて商店も繁盛する。 
x チューヌ/ヤーヌ/シャーワ、ワカラン（諺）〔人の屋根の下はわからない〕他人の
家の実情はわかりにくい。 
[Cju:hazjiraN チュー/ハジラン〔人恥じない〕人を人と思わない。 
x チュー/ビューサン〔人広い〕交際が広い。 
[Cju:bire チュー/ビレ 人とのつきあい。交際。 
[Cju:ho:jo: チュー/ホーヨー〔人同様〕人並み。 
[Cju:macjige チュー/マチゲ〔人間違い〕人違い。 
[Cju:wakasji,[Cju:wa:sji チュー/ワカシ・チュー/ワーシ えこひいき。 
x チューワ/チムグクル、ウマウシワ/チカラ（諺）人は心、牛馬は力（によって価値
づけられる）。「ウマウシ」は「ウシモーシ」とも。 
[Cju]:[ka チューカ きゅうす。 
x チューカメーメ（植）さくららん。 
x チュージ 給仕。食事の世話。 
[Cju]:[sa]N チューサン 強い。 
[Cju:]zju:[tu チューヂュートゥ 強そうなさま。重めに（例えば一斤の魚を買う際、
店の人がそれよりも重い分量を一斤分として渡してくれたらチューヂューと量ったこ
とになる）。 
[Cju:cjibu チューチブ 二斗入りの壼。【cf.tu[wasjigami（一斗甕）】 
[Cju:ho: チューホー 機織りの技術。かつて衣類の殆どは店で買うのでなく手織りだっ
たこと、地機を使っていたので高度の技術を要したこと等からしてチューホーの上手
な娘は嫁に望み手が多かった。「調法」の転か。 
x チューホーワ、フーミチバタニティ/シリ（諺）機織りは大通りの近くでせよ。多
くの人が助言してくれる。 
x チューリ/ウブリ 家が傾き壊れかけているさま。 
[Cju]ka[sji チュカシ ほんの少し（水などの場合）。「この甕には水がチュカシも［Cju
ka]sji[mu 入っていない」。 
Cju[sji] チュシ 末っ子。 
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[Cjusji]’u[i チュシ/ウイ その年最後、すなわち旧暦九、十月にさつま藷を植えるこ
と。 
x チュシ/ビーサ 最後の寒さ。寒の戻り。 
x チュショ/ナン 言動がその場の状況雰囲気にそぐわない。 
x チュタンジ しばらくの間。「ここらでチュタンジ休みにしよう」。 
[Cju]ra[sa]N チュラサン きれいだ。美しい。(古)「きよら」(美しいさま)。【男女と
も言える。また、掃除などをしていてきれいだの意も。】 
[Cjura]gwa[:[ チュラ/グヮー きれいな子。【[Cjura]Cju[:[ とも】 
[Cjura]sa[nu_[muN= チュラサヌ/ムン 直訳すれば「きれいな者」だが、人に反感
をもって言う語である。「チュラサヌムン [Cjura]sa[nu_[muN が偉そうにしてい
る」。 
[Cjura]sjita[ku チュラ/シタク きれいな服装。はれの服装。 
[Cjura]cjiba[ra チュラ/チバラ・チュラ/イショー きれいな着物。晴着。手織りの晴
着は一年で数回しか着る機会はなく、流行に左右されることもないから二、三代も保
った。また、二十代で作るとしても、四十代、五十代にも着られるよう意図して織ら
れるので柄も地味であった。 
(希）[Cjura]jiN[ga チュラ/ヰンガ 美男。 
[Cjura]wuna[gu チュラ/ヲゥナグ 美女。 
Cji[juN チユン 散る。（紙に墨などが）にじむ。 
%Cju]･[N チュン 来る。「あす君の家に来るよ」という言い方をする。 
[Cju]:[nu_[tu]sji[: チューヌ/トゥシ 来る年。来年。 
チュン・シュン・ニュン・ビン・ミン・ユン 動詞の語尾。「歩く」「立つ」は「歩チュ
ン [’a]cju[N」「立チュン [ta]cju[N」。「話す」は「話シュン [hana]sju[N」。「死ぬ」
は「死ニュン sji[njuN」。「飛ぶ」は「飛ビン tu[bjuN」。「飲む」は「飲ミン [nu]
mju[N」。「買う」は「買ユン [ho:juN」。「見る」は「見ユン %mju]･[N」。 
x チョー（一）僅少の意。たった。「チョー一つしか残っていない」。（二）似ているの
意。あたかも。「その格好はチョー猿だ」。 
[cjo]:[goi,[cjo:]goi[nu チョーゴイ 水肥。 
[cjo:]cjiba[cji（OK）チョージバチ 手洗い鉢。 
[cjo:]cji[N チョーチン 提灯。葬列用の提灯は八センチ平方くらいの二枚の板を上下と
し、その四隅を少し削って幅一センチ、長さ30センチ程度の板を打ちつけて長方形の
骨組みを作る。その上に白紙を張って提灯とする。葬列では松明に続き、墓に着いた
らすぐこわす。 
[cjo:]cjiNba[na チョーチン/バナ・xニブトゥ/グサ（植）せいろんべんけい。 
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[Cji]ra[(:)[ チラ〔面〕顔。(古)「つら」。【顔を表わす極く普通の単語】 
[Cjira]’u[cji チラ/ウチ 面と向かっての悪口。 
[Cjira]kama[cji チラ/カマチ・ユンヂラ/カマチ 顔の罵語。【もっと悪く言うときは
(希）[juN]zjirakama[cji】 
[Cjira]nuha[zji チラヌ/ハジ〔面の恥〕恥。(古)「つらはぢ」(恥を強めた語。赤恥)。 
[Cjira]buku[ri,[cjiNbukuri チラ/ブクリ・チン/ブクリ〔面ふくれ〕ふくれづら【不
機嫌の意】。 
[Cji]ra[:_mu[cji_[’aka]ra[N チラ/ムチ/アカラン〔顔を持って歩けない〕恥かしく
て世間に顔むけできない。 
[Cjira]nu[ho:[ チラヌ/ホー 面の皮。 
x チラギ・チラギナムン 随分。たくさん。 
cji[ri･ チリ 連れ。同行の者。たぐい。同年の者。 
cji[ru･= チル・チン 弦・鉉の意を表わす。 
cji[rukenabi チルケ/ナビ〔鉉掛鍋〕鉉付きの鍋。ヒー [hji: という水の流し口がつ
いている。 
[cjiNdami チン/ダミ〔鉉試し〕三味線の音の調節。 
(希）[cjiN]du[sji チン/ドゥシ〔鉉通し〕鉉付きの大型の浅い鍋で流し口が付いてい
る。 
cji[rugajuN チルガユン 水に浸る。 
cji[rukucji チルクチ（魚）あかまつかさ。 
[cjiru]gwa’umu[(:)[ チルグヮ/ウム さつまいもの一種。皮は赤く紡錘状で味がよい。 
cji[ruzjuN チルジュン つなぐ。o（血筋や穴などが）つながっている。 
x チロー 胃癌。 
[CjiN チン（魚）ちぬ。 
[CjiN- チン 爪先でする動作を意味する語。 
[CjiN]kju[N チン/キュン つまみ切る。ちぎる。 
(希）[CjiNgure チン/グレ つまみ食い。 
[CjiN]sacju[N チン/サチュン つまみ裂く。 
x チン/ジュン 紡ぐ。 
(希）[cjiN]ku,[’iN]ku,[PiN]ku チンク・インク・ピンク 背が低くからだが小さいこ
と。【[PiN]ku[cju:= チビ】 
[tiNsji（OK) チンシ 膝。 
x チンシ（魚）おおもんはた。 
x チンタ きぬた。木の台の中央に丸い棒を渡したもの。別に取手部分のある二本の円
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筒形の叩き棒がある。織りあげた布はチンタの中央の丸棒に巻きつけ、前に回しなが
ら叩き棒でまんべんなく叩く。布の伸びにむらがないようにするためである。しんし
針やアイロンの普及により昭和十五年現在で殆ど姿を消していた。 
[CjiN]Ta[i,[CjiN]Tai[gu チンタイ・チンタイグ かたつむり。かつて女の子は六、七
歳になると髪を頭のてっぺんで巻いて竹串を差す風習があり、これをoチンタイグとい
った。【また、[CjiN]Taiju[iとも。】 
x チンタイ/オーシ かたつむり合わせ。かたつむりの殻の頂点の角と角とを突き合わせ
て相手のの[ママ]を突き砕く遊び。ミャクブチンタイと称するのは大型で強く子供に
珍重された。 
[CjiNdatami チンダタミ 積み畳。畳を長持ちさせるため平素は敷かず部屋の一隅に積
み重ねておいた。また、養蚕 [mu]sji[gwa（カイコ）の場合などは座敷がそのまま飼
育所になるのでチンダタミする必要があった。【[musji]gwaja[ma 蚕山とも。】 
[CjiNcjo チンチョ 井戸。 
x チンマシュ 日常調味用の塩。 
[CjiN]mi[N チンミン 包む。 
 
○ツ 
[Cja:]miju[N ツァーミユン 前のめりになる。うつ伏せに倒れる。 
x ツァン つわり。 
[cu: ツー 露。 
x ツクタヌメ 豊作を祝う民謡。題名は「フトシ/ツクタヌメー」（今年作った米）とい
う歌詞からきている。 
x ツグチ/ユクミ 津口横目。藩政時代の役職。港、船に関する件を扱った。 
[cuku]ju[N ツクユン 作る。作物を育てる。 
[cu]ku[i ツクイ 作物。 
x ツクイ/ジ 小作地。 
[cuku]imi[ta ツクイ/ミタ〔作り言葉〕嘘言。 
[cuku]iwa[ki,[sji:waki ツクイ/ワキ・シー/ワキ〔作り分け・し分け〕収穫を地主
と小作人が分けること。 
[cuku]riju[N ツクリユン 繕う。畑からとりたての作物（特にさつまいも【小芋や百合
も】）についた土を落としひげ根を去る等して整える。【裁縫も】 
[cuku]ritaku[ri ツクリ/タクリ 何度も何度も繕ってあるさま。 
x ツチルク こもを編む道具の一種。 
[cu]ru[bo[（OK）ツルボー 釣竿。?釣竿や網をまたぐと魚がとれなくなる。もしまた
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いだときは、もう一度逆の方向にまたぎかえさなければならない。 
*t*t ツンツン これは言葉でなく舌打ちして出す音である。牛馬に対するo「歩け」「急
げ」の合図。 
 
○テ 
テ（助）～ても。「聞いたテ cji[cjimu わからん」。 
テー・チェ （ー助）～か。動詞について問いを表わす。「太郎は家に居テー wu[te:」「君
もそれを見チェー mi[cje]:」。 
x テー〔嶽〕山。 
x テーガナシ「カナシ」は敬称。小高くなった聖地。 
[de: デー（植）竹。ガラデー ga[rade: とかxヤンバルデーとか数種ある。 
x デーク（植）だんちく。新しく屋敷を構える際は、魔除けとして四隅にこれを植え
る風習があった。豚が病気になった際ユタはこれで豚のからだを叩いて厄払いした。 
x デーク/マチ〔デーク巻き〕ちまきの一種。水に浸しておいた米をデークの葉で三
角形に包み蒸したもの。 
(希）[de:tuNgusji デー/トゥングシ 竹かんざし。【かんざしは[tuN]gu[sji】土の中
に埋めて色をつけたという。 
[de:nu_[kwa:= デーヌ/クヮ たけのこ。 
[de:bura デー/ブラ 竹筒。 
x デー/マ・デン/マ 竹馬。葉付きのままの竹にまたがり、根の方に付けた綱を手綱
とするもの。また、二メートル内外の竹を弓状にして両端に縄を張ったもの。縄を肩
にかけ竹をまたいで走る。【ta[ke’uma と言う】 
x デーマニ/ヌッシユン〔竹馬に乗せる〕公的な作業時間に遅れた者への処罰で、竹
にまたがらせ、両端でゆすって痛めつけたという。この言葉を記憶している人はいる
が、実際に処罰されるのを見た人はいない。 
[de:]zji[(:)[ デージ（ー）〔大事〕（一）o大切。「デージにしてしまっておく」。（二）o
大変。「デージなことになった」。（三）o感心。「デージな子だね」。 
x デージン〔霊前〕法事の際霊前に供える膳。 
[ti:]cji[(:)[,[ti:]cjibana[sji(OK) テーチ・テーチ/バナシ 諺。昔からある教訓。「庭
訓」の転か。 
[ti:]cjibanasji[ni_mu[nati:cji_[na]･[N テーチ/バナシニ、ムナテーチ/ナン（諺）昔
からの諺に為にならないものはない。 
[ti:]cji[gi（OK) テーチギ（植）しゃりんばい。x糸をテーチギの若葉もしくは幹と共
に煮た後、ムタ（田の泥）で染める。この技術の発達したのが大島紬の染め方である。
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【また、垣根にする。】 
[te:cjikijuN テーチキユン【火を】焚きつける。 
(希）[te:bjo テー/ビョー 大病。重病。 
x デーフヮ 石臼を中に置いて使う木製の平たい器。後にハラがこれに代わった。 
x テーマタ/ミー 二重瞼。 
[ti:]rasjina[:[ テーラシ/ナー 仇名。仇名が通称のようになって当人もそれを認めてい
る場合もある。親の仇名が子に引き継がれる場合もある。仇名が家号になり、その家
号を冠して名前を呼ばれることもある。例えば居眠り家の松さんは「居眠り松」【悪口
の意はない】。 
[ti:]rasju[N テーラシュン 人をからかう。 
(希）di[jabo:ru デヤボール ダイヤポロ。黒木を長さ十センチ程度に切り中央を細くし
たこま。別に長さ50センチ程度の竹二本の端を90センチ程度のス糸で結ぶ。そのス糸
をこまのくびれた部分にかけて両手で操作することによってこまを回転させたり、空
中に投げ上げて落ちてくるのを受け止めたりして遊ぶ。 
x デンマ 台風が過ぎて海も静かになっているとき、思いがけず押し寄せる大波。 
 
○ティ 
-di ディ〔助〕～と。～だと。「彼はよい人ディ ju[kwa_[cju:di 思われる」。 
-di,-disa ディ・ディサ〔助〕～とさ。～そうだ。「昔ある所に鬼がいたディサ wu[ta
mu]disa･」。 
ti[: ティー 手。掌。 
[tja:]ma[i[ ティ/アマイ〔手余り〕からだの大きな者。【図体、力もある。そういう
人を [tja:]maiCju[: という】 
[ti:]’o:[sja ティー/オーシャ〔掌合わせ〕二人向きあって歌をうたいながら一定の順
によって掌と掌を叩き合わせる遊び。 
%ti:]ki[ra ティー/キラ〔手切れ〕手の切れた人。【手が切れて、手のなくなった人。】 
%ti]･[:_[kuirajuN ティー/クイラユン〔手をくくられる〕仕事をしようと思っても、
幼児の世話などに手をとられて思うようにできないこと。 
[ti:]go:[sji ティー/ゴーシ 手先が不器用なこと。またはそういう人。 
[ti:]zjura[sa]N ティー/ヂュラサン〔手が美しい〕手ぎわがよい。 
[ti:]na[re ティー/ナレ 手習い。 
[ti:]’ja:[sja]N（OK）ティー/ニャーシャン〔手が醜い〕手ぎわが悪い。 
[ti]:[nu_sji[njuN ティーヌ/シニュン〔手が死ぬ〕長く水中にあった際、掌がふやけ
て白くなる。 
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[ti:]nuwa[ta,[ti]:[nu_[wa]ta[(:)[ ティーヌ/ワタ〔手の腹〕掌。 
[ti:]Fu｡cjuku[ru ティー/フチュクル〔手懐〕ふところ手。【懐はFu｡[cju]kuru】 
x ティーブリオイ・ティーブリドゥ/オイ（諺）人手こそ富。人数が多ければ仕事が
はかどる。働き手の多い家ほど豊かになれる。 
[ti:]juru[sja ティー/ユルシャ 手放し。 
[ti:]jomani[jo ティーヨ/マニヨ〔手様舞様〕手ぶり身ぶり【むしろ、手招き】。 
x ティクロー なんこ［naNko（箸戦）の際など手先でするごまかし。 
[ti]sa[zji ティサジ 手拭。ただし廃語。【沖縄から来た単語】 
x ティシカマ/シグトゥ からだ全体を使わず、手先だけでできる楽な仕事。 
x ティ/ヌチ 月夜の干潮時、岩礁の穴に寝ている魚を手さぐりで掴まえる漁法。そう
して掴まえた魚をティヌチイュー。 
x ティ/ムチ〔手持ち〕手みやげ。 
[tiN]ga[ma ティンガマ・xティンゴ 手いたずら。 
[tiN]ga[ma_[ka:]ju[N ティンガマ/カーユン 手いたずらをする。 
[tiN]gamasjigu[tu ティンガマ/シグトゥ 手いたずらみたいな暇つぶし程度の仕事。 
x ティンガマシュンディ/ティーキリティ、ハナグリシュンディ/ハナキリティ〔手い
たずらするとて手切れて、ハナグリ（じゃれあい）するとて鼻切れて〕いたずらして
いてけがした者をはやしたてることば。 
[tiN]gamara[sja]N ティンガマラシャン〔手やかましい〕手いたずらがひどい。 
[tiN]zji[ku ティンジク げんこつ。 
[tiN]zjika[mi ティン/ヂカミ 手掴み。「ティンジカミして食べるな」。 
[di: ディー さあ。人に行動を促すことば。(古)「いで」。 
di[ka]_’i[ka ディカ・ディカ/イカ さあ、行こう。 
[di: ディー〔礼〕縁談がまとまったお礼として嫁方へ行ってする式。聟・仲人が同行し
嫁の親と盃をかわして礼を述べ、結婚式の日取り等を打ちあわせる。【～ _%sjuN(～
する）という】 
[ti:sji ティーシ 母屋の南に面した所。客はここから迎えるのが丁重だとされた。o結婚
式の花嫁はここから入り、o死者の柩はここから出る。 
[ti:sjiburi ティーシ/ブリ〔亭主振り〕家の主人に代わって客をもてなすこと。【身内の
別の】男性がこれにあたって酒を勧める【お酌をする】。 
[Ti]:[cji ティーチ 一つ。 
[Ti]:[cji_[Ti]:[cji ティーチ/ティーチ 一つ一つ。いちいち。 
[Ti:]cjimi[sji ティーチ/ミシ としご。 
[Ti:]cjija[:[ ティーチ/ヤー〔一つ家〕一棟に客間も台所もある簡素な家【そのもの
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をさす】。客間と台所は別棟が普通。 
x ティーチン/チャーヌ、マーミヌ/フ（諺）〔一つっきりの豆の殼〕一着きりの晴着。
一帳羅。 
x ティガシ・ハシ 工の字形の座繰り糸を巻く道具で主に経糸を巻く。 
[dika]sju[N ディカシュン 得をする。(古)「でかす」（うまくやる)。 
[dika]sji[: ディカシー いいなあ。羨しいなあ。 
[dika]cja[N ディカチャン もうけた。 
x ティガラ 石を割るための短い鉄の棒。 
x ティク 鎌の刃の部分が柄から抜けるのを防ぐため柄の上からはめる小さな金輪。 
ti[gu] ティグ 魚籠。 
ti[da],[tida]gana[sji（敬語）ティダ・ティダガナシ 太陽。お日様。 
[tida]’a[mi ティダ/アミ〔太陽雨〕日照雨。 
[tida]ga[sa ティダ/ガサ【意味はっきりせず】〔太陽傘〕?太陽を丸く取り巻く虹。小
さいのはxアミガサ（雨傘）と言い雨の前兆とされる。 
[tida]tibu[i ティダ/ティブイ 日向ぼっこ。 
ti[da_[’uti]magu[ri ティダヌ/ウティマグリ 日の落ちる頃。 
ディチ ～と言って。「気分が悪いディチ [waru]sa[mu]_di[cji 休んでいる」。 
[ti]de[(:)[ ティデー 進物。贈り物。歳の祝などのある家に贈る米・菓子・酒・反物等。
【その物を [tide]mu[N と言う】 
[tide]ju[N ティデユン 贈物をする。x座を賑かにするため話題や歌などを提供する。 
-dinu ディヌ ～との。「彼も一緒に行ったディヌこと ’i[zjamu]dinukutu」「昔はそう
だったディヌこと Ta[mu･]dinukutu」。 
-timu,-dimu ティム・ディム・チム ～ても。「晴れティム [hari]ti[mu」(晴れても)。
「汲ディム ku[dimu」(汲んでも)。「見チム mi[cji]mu」(見ても)。 
x ティヤ（幼）汚いもの。捨てること。「そんなのはティヤしなさい」。 
-dja ディヤ〔助〕～よ。「ぼくも見たディヤ [mi]cjaN[dja]:」。 
ti[ra= ティラ〔寺〕神社のこともこう言う。明治二年高千穂神社建立。四年仏教を廃し
て世之主神社・四並蔵神杜建立、弁天宮は厳島神社と改称。高千穂神社が建立された
頃は、ハミダカサン(神位が高い)といって一般はこれを敬遠し、参詣者も殆どなかっ
たという。【いわゆる寺はない。】 
ti[rame(:) ティラメ〔寺参り〕神社参拝。かつては親が亡くなって三年間は神社参拝
や月待ちはしなかったという。サンケ［saNke（参詣）とも。 
x ティラザ とかげ。xホノティラザ・xミミカミジョ・xタークナジャ等の別名がある。 
ti[ru] ティル ひょうたん形の竹かごで、腰に結わえるようにできている。海では魚介
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類を、畑では種物等を入れる。また、アシクイ [’asji]Ku[i【昼食】(食べ物）を入れ
ることもある。小型のものをティルガマ [tiru]ga[ma という。 
-diro ディロ 助動詞～です。「これは筆ディロ Fu[di]diro」。【[nu:]diro 何ですか】 
x ティン 家庭外。世間。単独に用いられることは殆どない。 
x ティン/ミャンカ、ヤー/ヤヤガイ（諺）外では猫の子。内では横暴。内弁慶。「ヤー
ヤヤガイ」は「ヤーバシカイ」とも。 
[tiNto ティン・ティント 天。天道。【空の意。】 
x ティンスイダ・ティント/マブイダ〔天水田・天まぼり田〕水利に恵まれず、降雨や
道路からの流水のみを頼りとする田。 
x ティント 角力で勝負なし、引き分け。 
[tiNto’ubi ティント/ウビ 帯は結んだ端が垂れるのが普通であるが、端が上を向いた誤
った結び方。【[tiNtomusubi 紐の結び目が上を向く形】 
[tiNtoganasji ティント/ガナシ 天道様。お日様。 
x ティントサマワ、チカサ（諺）〔天道様は近い〕天はすぐさま人のなした善悪の行為
を知る。 
[tiN]to[cji_ku[cji_Fu[racjuN ティントチ、クチ/フラチュン（諺）〔天に、口を開く〕
食べるものが何もないさま。 
x ティンナ〔天縄〕舟の帆に付いている綱。 
x ティン/ナビ・ティン/ナビラ〔天へちま〕天からぶらさがってくるといわれる妖怪。 
x ティンヌ/ミャー 天の庭。かつては人が亡くなると天の庭に昇るものとされた。岩倉
市郎氏の「おきえらぶ昔話」には亡妻を連れ戻しに天の庭へ行く男の話が収録されて
いる。一般に非業の死を遂げた者は天の庭へ昇ることができないとされた。普通の死
亡の場合でもユタの口を借りて霊が「自分はシジ神（地神）に引かれて天の庭で神遊
びに加わることができないからシジ神を祀ってくれ」と遺族に頼むことがあった。 
[di]N[ki ディンキ 悋気。嫉妬心。 
x ディンギ（植）でいご。これの花が咲くと梅雨があがるという。【[de]:[go という】 
[ti]N[ge ティンゲ 相当。かなり。 
[tiN]diN[tu ティンディントゥ【子供が】ちょこんと澄まして座っているさま。「恬然」
の転か。 
x ティントナ（植）浜大根。海岸砂地に生える野生化した大根。かつて不作のときは、
これの葉を大根葉代わりに食用とした。 
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○ト 
[to]: トー いざ。さあ。「トー、もう行こうや」。(古)「疾う」(いちはやく)。 
[to:]sjikure トー・トーシクレ 何か失敗したときに発する言葉。 
[to]: トー 鬼遊びやかくれんぼうの際の開始の合図。追っかけてきた鬼に対してはx「ト
ートートー」と言ってからかいながら逃げる。 
to[:,[to]:[ トー（魚）たこ。 
[to:]ke:[zja トーケージャ たこを穴から引き出すための【針金状の】道具。 
[to:（小）、[to:baru（大）トー・トーバル 平地、原っぱ。 
[to:’o:sa トー/オーサ（植）〔原あおさ〕すいぜんじも。野原に自生する地苔類の一種。
救荒植物としてにらやねぎ等と一緒に油で炒めて食べる。【普段は食べない。海にもあ
る。】 
トー 唐。唐伝来、外来の意を表わす。植物で大型のものに唐がつき、小型のものには島
がつくことが多い。 
x トー/アダニ（植）〔唐あだん〕あおのりゅうぜつらん。 
x トー/ガラクイ〔唐からくり〕大仕掛け。大きな画策。 
[to:]ki[mi トー/キミ（植）〔糖【唐の誤植か】黍〕とうもろこし。 
[to:]gumi[me: トーグミ/メー〔唐米飯〕外米で炊いた粘気のない御飯。【戦中に食
べたが、まずい。】 
[to:]kuri[bu トー/クリブ（植）〔唐九年母〕大型のみかん。【これはおいしい。】 
[to:]zji[ni トー/ジニ（植）こうりゃん。粟や大豆と同一の畑で作られるのが普通だ
った。お盆の日に供えるトージニ餅の原料である。またこれを米と共に炊いてトージ
ニ飯・トージニ粥とする。旧四、五月に播種して九、十月に収穫する。 
[to:]zjinimu[cji トージニ/ムチ トージニ餅。トージニ粉とさつまいも・黒砂糖を原
料とした餅。 
x トー/ジル〔唐弦〕琉球舞踊の曲を奏するときに用いる三味線の弦。普通の三味線
の弦よりも太いため音も大きく出せる。余韻は少いが、早いテンポに応ずることがで
きる。 
[to:]cjibu[ru トー/チブル〔唐頭〕（植）oかぼちゃ。o鈍い頭を罵っていう語。 
[to:]de[(:)[ トー/デー（植）だいみんちく。割に大きいのでにない棒・葬儀用の花
筒等となる。竹の子は食用になる。 
[to]:[ni トー/ニ〔唐舟〕豚の餌を入れるための松もしくは石を掘って作った舟形の
容器。 
[to:]ba[sja トー/バシャ（植）〔唐芭蕉〕かつてはバナナのことをこう言った。【小さ
くて食べない。】 
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[to:]bi[ru トー/ビル (植)〔唐ひる〕にんにくの一種。太い茎をして、やわらかくお
いしい。 
[to:]ma[i トー/マイ〔唐毬〕手まり。そてつのアクミ ’a[ku]mi（綿状のもの）を径
十センチ内外に丸め、表面を色糸で巻いて飾りとする。かつては遊び道具であったが、
ゴムまり [gomu]ma[i が入ってからは装飾用民芸品となっている。【[to:]ma[i は
唐米も。】 
x トーマヌ/チヌ〔唐馬の角〕あり得ないもの。滅多にない珍品。昔ヌルが使った曲
玉。 
[to:]ma:[mi トー/マーミー〔唐豆〕そら豆。[hami]duruma:[mi ハミドゥルマー
ミー（雷豆）とも。【[hami]du[ru（雷）が鳴ると黒くなってダメになる。】 
[to:]nu[Cju:[ トーヌチュ・トンチュ〔唐の人・唐人〕頭が悪い者、気がきかない者
という意味の罵語。 
-do: ド 〔ー助〕～だぞ。～ぞ。「これはぼくの物ドー」「船が来たドー」ki｡Cja[N]do:。 
[do:]ka_%sjuN ドーカ/シュン〔どうかをする〕お願いする。遊びの際、参った、負け
たと言う。【喧嘩や柔道の押さえ込みなどで参った時に [do:]ka_[do:]ka と繰り返
す。】 
[do:]ki[･ ドーキ 機転。 
[do:]kina[sja ドーキナシャ 機転がきかぬ者。 
[do:]gusjido:[gu ドーグシ/ドーグ こまごました茶碗類。 
xトーグミ・トーグニ〔十組〕昔、一つの集落で悪事をなした者があり、犯人が不明の
場合は、互いに信頼できる五人ないし十人が組を作った。最後までどの組にも入れて
もらえぬ者をもって嫌疑者とし、詰問や家宅捜査などをしたという。 
[to:]gu[ra トーグラ 普通の家はウムティ [’u]mu[ti とトーグラの二棟である。トーグ
ラは台所のある方をいう。 
[to:kurijuN,[to:burijuN トークリユン・トゥノクリユン・トーブリユン 途方に暮れ
る。ぼうとなる。 
[to:]da[i トーダイ まだまだ。「トーダイできそうにない」。 
[to:tu トートゥ〔尊と〕（一）祈り。（二）信仰の対象としての月。（三）老婆に対する
敬称。 
[to:tuganasji トートゥ/ガナシ お月様。月に対する敬称。 
[to:tuganasji トートゥ/ガナシ ありがとう（感謝のことば）。 
[to:tu_[to:tu トートゥ/トートゥ 祈りの際唱える言葉。 
wa[nu_Fu[diracji_ta[bo:ri トートゥフヮイ、ワヌ/フディラチ/タボーリ お月様、
私を大きくしてください。子供が月を仰いでいう言葉。 
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x トートゥ/ヲゥガミ〔月拝み〕月待ち。一月、五月と九月は神月といわれ月待ちの
行事が行われる。日は十三、十五、十七、十八、二十三、二十六日である。中でも十
七夜と二十三夜の月待ちをする家が多い。当日の夕方、主人はxウシュジナを屋敷内
にまいて浄める。その後、家族・近親等が御馳走を食べながら月の出を待つ。月が出
ると主人は外へ出て月を拝してから床に供えてあった団子および神酒をいただく。一
座の人々も一人一人進み出て主人から団子と神酒をいただく。団子は水に浸しておい
た米を搗いてから丸め、それを煮たものである。月をかたどったものは径六センチく
らいで偏平なもの一個、星をかたどったものは径一センチ程度で球形に数多く作る。
主人は小型の団子を二つ三つ箸ではさんで、これに洗米をちょっと付けてまず自分の
ために取る。その付いた洗米の幾粒かを頭に載せてから団子をいただく。一座の人々
も同様にする。牛馬を飼っている家では団子の幾つかを小皿に入れて畜舎にも供え、
洗米は人間同様牛馬の頭にも載せる。なお、二十三夜には庭で火を焚いて、洗い清め
た食器類をその上から通し、家人もけがれを清める意味で火の上をまたぐ行事をする
家もある。「二十三夜神は軽石」という諺もあって航海安全の神だといわれている。 
[to]:[Fu トーフ 豆腐。固く作って水の中に入れないのが普通。から揚げしたのをアギ
ドーフ ’a[gido:Fu といい、お祝・法事の膳に出される。味噌漬けにもする。 
[to:]Funa[sji トーフ/ナシ〔豆腐かす〕おから。味噌汁に入れて食べる。ムジ [mu]
zji[(:)[（田芋茎）やにんじん・きくらげ・にら等と共に油で炒めて食べる。 
[to:]Fuma:[mi トーフ/マーミー〔豆腐豆〕大豆。 
[do]:[mo ドーモ 老耄。もうろく。 
[to:]ra[(:)[ トーラー 俵。かつては一俵が四斗八升だった。その後五斗八升、重さ約
百斤になったので百斤ドーラ [hjak]kiNdo:[ra と称した。 
[to:]ra[gu（OK）トーラング 空俵。 
x トーリ（食事を）おあがりなさい。年長者への敬語は「オイシリ」[’oisjiri、年少者へ
の丁寧語は「コーリ」[Ko:ri【これは和泊の言い方】。その中間の若者等に対して言
う。 
[to:]riju[N トーリユン 【横に木や人が】倒れる。破産する。【病に倒れるも】 
[to:]rikuru[bi トーリ/クルビ 倒れたり転んだり。 
x トーリマー/カラ、フヮイマー（諺）〔倒れ馬から走り馬〕とびがたかの子を生む。 
[dok]koidok[koi ドッコイ・ドッコイドッコイ 力が互格【角 ?】なさま。似たりよった
り。 
to[ri]ko トリコ 取り子。相対して陣を構え、相手方の人数を一人でも多く自陣に引き
込んだ方を勝ちとする遊び。 
x トンカ/ウナジ きりあなご。その幼魚はなまこの腹中に棲んでいるといわれる。 
Hosei University Repository
 
－29－ 
x ドンジ 大型の木槌で田の畦等を突き固めるのに用いる。 
[toN]toN,[doN]doN トントン・ドンドン 足音の強く響くさま。 
[do]N[do ドンドン（一）どきどき。「胸がドンドンする [do]N[do_%sji:」。(二）ずん
ずん。「一人だけドンドン先に行った」。（三）さっさ。「仕事をドンドンしなさい」。 
[doN]do:[Tu ドンドーントゥ 気が利かず動作の鈍いさま。 
%do]N[zji ドンジャ〔鈍者〕気が利かず動作の鈍い者。 
[doNbuku ドンブク 背が低く横に肥えているさま。 
 
○トゥ 
-tu トゥ・トゥニ〔助〕～と。「あそこに行くトゥ ’i[kutu 危い」。 
-tu トゥ・トゥニ〔助〕～から。「風邪ひいたトゥ hji[cjaNtu 休むよ」。 
-du ドゥ〔助〕その上にくる語の意味を強める。また、ドゥ～ルという係り結びになる。
例「ワーガシャン」[wa]ga[･_%sjaN（私がした）→「ワーガドゥ/シャール」[wa]g
a[du_%sja:ru（他の人がしたのでなく私がしたのだ）。 
x トゥー 沖合い。 
[du]: ドゥー 自分。自分自身。【[du:]sji 自分で】 
[du:]’uja[me ドゥー/ウヤメ〔自分敬い〕方言の敬語は若い者にとっては難しいので、
うっかりすると自分を敬う言い方をしかねない。 
[du:]kaN[ge ドゥー/カンゲ〔自分考え〕独断。 
[du:]cjuimu[ni ドゥーチュイ/ムニ〔自分一人言葉〕ひとりごと。 
[du:]na[: ドゥーナー 自分達。身内。血縁。「AさんとBさんはドゥーナーになる」。 
[du:]naso:[zji ドゥーナ/ソージ〔自分達相談〕恋愛婚。【身内同士での結婚】 
[du:]nade:[sja ドゥーナ/デーシャ 身内同士。 
[du:]name:[me ドゥーナ/メーメ 各自銘々。 
[du:]naN[gi ドゥー/ナンギ 自ら招いた難儀。 
[du:]jabu[ri ドゥー/ヤブリ〔自分破れ〕月経。 
[du:]wasjimi[cji ドゥー/ワシミチ ひとりで腹を立てること。 
x ドゥー/チディ、チュー/チミ（諺）〔自分をつねって、人をつねよ〕我が身をつね
って人の痛さを知れ。 
x ドゥーヌ/クトゥワ、ドゥーシ/シリ（諺）自分のことは自分でせよ。 
? トゥーサ「～とさ」の転。昔話の最後に言う言葉。 
[tu:sanu_[ha]ro[zji]_ jo[ka_[cjika]sa[nu_ta[niN トゥーサヌ/ハロジヨカ、チカサヌ
/タニン（諺）遠い親戚より近くの他人。 
[du]:[sji ドゥーシ 雑炊。その固めなのを喜美留字でミシジという。 
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[tu:]du:[tu トゥードゥートゥ ぐっすり熟睡しているさま。 
[du:]bu[ni ドゥーブニ からだの骨。(古)「胴骨」。【特に痛むとき】 
x トゥーミ 灯明。 
[tu]:[ju トゥーユ（植）はるののげし。うさぎの好物である。 
[tu:]ju[N トゥーユン 通る。合格する。 
[tu:ru トゥール 岩壁を穿った横穴で共同風葬墓となった所。遺体はなるべく地元から
遠くに葬る風習があり、畦布字のトゥール墓には現知名町の余多・瀬利覚・屋者字な
どから来て葬ったという。明治三十年使用を禁じられたが、今なお白骨の残っている
所がある。【[tu:rubaka とも】 
x トゥールミ〔トゥール見?〕和泊町内では古里・後蘭・瀬名字等にこの言葉が残って
いる。墓掃除の日もしくは改葬の日と解されている。 
[tui トゥイ 鳥。鶏。鶏が夜中に鳴くと凶。夕方遅くまで餌をあさる日の翌日は雨。鶏
はねぐらにとまれば一里四方を見る力がある。 
[tui’o:sji トゥイ/オーシ 〔鶏合わせ〕闘鶏。(古)「とりあはせ」。 
[tu:i_[tu･i トゥイ/トゥイ（幼）鶏。鶏を呼ぶ声。 
[tui]nja[ka,[PiN]nja[ka トゥイ/ニャカー・ピン/ニャカー ひよこ。 
[tuinucjimu･ トゥイヌ/チム 鶏の肝。これを食うと健忘症になるといわれる【健忘
症の人もさす】。?物忘れしたとき「私はトゥイヌチム/クレムン（鶏の肝食い者）だか
ら」と言ったりする。 
[tuinumukka_? トゥイヌ/ムッカ 鶏の尻。いそぎんちゃく。 
[tuibuzjo トゥイ/ブジョ 鶏の飼育や闘鶏に夢中な人。「鶏奉行」の転か。 
[tuibucjiki トゥイ/ブチキ 頭にできるしらくも。【鶏と関係あるか不明】 
x トゥイシマ/ウム（植）沖縄県の鳥島から移入されたさつまいも。皮が白くややまる
い。 
x トゥガナ/シューティ、カジヤ/ウラミルナ（諺）研がずして鍛冶屋を怨むな。罪は我
にあり。 
du[ku]saN ドゥクサン 壮健である。 
du[ku]sa[sji:_[MeN]sjabue ドゥクサシー/メンシャブエ お元気でいらっしゃいま
すか。あいさつ語の一つ。 
tu[kumucji トゥクムチ〔床餅〕鏡餅。 
x トゥクメ 普通「得米」の字を当てる。収穫した米。民謡稲刈節の一節に「イニャラ/
ナジカラヤ、トゥクメドゥ/マンダチ」(稲を刈ってからはトゥクメをまる抱き）とあ
る。歌語であって日常語としては殆ど用いられない。 
-tukuru トゥクル 人数の単位。チュトゥクル [Cjutu]ku[ru はお一人、タトゥクル 
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(希）Ta[tukuru はお二人。敬語である。(古)「ところ」（貴人を数えるに用いる語)。 
x トゥケ〔渡海〕海。歌語である。 
[duge]ju[N ドゥゲユン・xドンゲユン【ばったりと】倒れる【病気で～は言わない】。 
(希）du[ge]kurubi ドゥゲ/クルビ 倒れたり転んだり。「山道でしかもぬかるんでい
たので何度もドゥゲクルビした du[ge]kurubi_%sjaN」。 
tu[gejuN トゥゲユン 半気違いみたいになる。(廃語)。 
(希）[tuge]rasjimuni[(:) トゥゲラシ/ムニ 正気をなくして言う言葉。 
[tu]sji[: トゥシ 砥石。かつては大晦日の晩、x子供が砥石をかついで年の数だけ家の
周囲を回る風習があった。x「妻（トゥジ）tu[zji: は貸してもトゥシ（砥石）は貸す
な」との諺がある。砥石は貸すと減るうえ、他人の研ぎ癖が残るからでもあろうし、
トゥシ（年）にも通ずるので砥石を貸すと寿命が縮まるという考えもあったものと思
われる。 
(古）du[sji･ ドゥシ 友達。(古)「どち」(同士。仲間)。【’a[gu] が普通】 
[tu]sji[･ トゥシ 年。 
[tusji]’u[cji トゥシ/ウチ 年内。 
x トゥシ/カサ〔年重〕正月前に用意する餅に年かさ・床餅・切餅・足餅・伸餅等が
ある。年かさ（丸い小餅）は年を重ねるという意味で大晦日に家族全員に配る。 
x トゥシ/カタ そのグループでの年長者。 
トゥシ/トゥティカラワ、ウヤ/ウヤメ、クヮー/ウヤメ（諺）年とってからは、親敬い、
子敬い。相互に尊重しあえ。 
[tusji]nujiru[: トゥシヌ/ヰル 年の夜。大みそか。正月の準備を終え、家族全部が表
の間に集って御馳走を食べながら過ぎし一年を語り合う。 
[tusji]nuje[: トゥシヌヱー 歳の祝。→マーリドゥシ [Ma:ridusji。 
x トゥシユイトゥ/ハニクジワ、シビキリリ（諺）年寄りと金釘はひっこめ。「シビキ
リリ」は「チブルイジャスナ」(頭を出すな）とも。 
[tusji]jui[wa_[mu]nu[nu_%cjikara トゥシユイワ、ムヌヌ/チカラ（諺）年寄りは食物
のおかげで寿命を保っている。だから、栄養のあるものをあげなければならない。 
[tusji]jui[ba_[wa]ra[bi トゥシユイワ、ワラビ（諺）年寄りは子供みたいなものだ。
少々のことは大目に見てあげよ。 
tu[zji･ トゥジ 妻。(古)「とじ」(一家の主婦)。 
tu[zji_[hami]ju[N トゥジ/ハミユン 妻をめとる。 
tu[zjihami_wu[tuhami トゥジハミ/ヲゥトゥハミ〔妻めとり夫めとり〕結婚。 
tu[zjiwutu トゥジ/ヲゥトゥ〔妻夫〕夫婦。妻を先にいう。 
[tuzji]wutuju:zje[wa _[’iN]mja[mu_[KwaN トゥジヲゥトゥ/ユーゼワ、イヌミャ
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ム/カマン（諺）夫婦喧嘩は犬猫も食わぬ。【単独形は [tuzji]wutuju:[zje】 
x トゥジ・トゥギ 通夜、月待ちの際の夜遅くまでの歓談。(古)「とぎ」（側近く相手を
つとめて退屈を慰めること)。 
[tudu]cju[N（OK）トゥジチュン 届く。ゆきとどく。 
tu[zji]nja トゥジニャ（植）まるばつゆくさ。 
[tuzji]miju[N トゥジミユン 物事をやり遂げる。(古)「とぢむ」(事を終了する。なし
遂げる)。 
x ドゥジャ・ドゥジャバイ 尻が重く動作がのろいこと。からだの肉付きのよいこと。 
x ドゥジャ/カーユン・[du]du[ku_[ka:]ju([)N ドゥドゥク/カーユン 子供がすねて動
かなくなる。 
[tu]zju[N トゥジュン 研ぐ。削る。直訳して「o鉛筆をとぐ」というのは誤り。 
[duzje]du[zje ドゥゼドゥゼ からだが大きくて強健なさま。 
[du]da[ri ドゥダリ 汚物がいっぱい付着しているさま。 
[du]cja[sa]N ドゥチャサン 座り心地、寝心地が悪い。 
x ドゥッシュ/ミッシュ 身代わり。ただし廃語。 
x ドゥッテ 胴体。そてつの幹。着物の身頃。 
tu[zjinasa]N トゥデ（ジ）ィナサン o寂しい。o心細い。o気味悪い。例えば夜の山道
を一人で歩くときの気持ち。(古)「とぜん」(孤独でさびしいこと)。 
x トゥトゥーミ・ツトゥーミ ～を通してずっと。～あらんかぎりずっと。「世のトゥト
ゥーミ」。 
[tudu]kiju[N トゥドゥキユン・xトゥジキユン 届ける。子供のした悪さをその親もし
くは教師に告げる。 
x トゥナカ 海上。沖合い。歌語である。 
tu[ne_%’osonojuN トゥネ/オソノユン 寝ぼけたりして方向の見当がつかなくなる。 
x トゥノ 平坦なこと。刃物の鈍なこと。 
[tuno]du[tu トゥノドゥノトゥ 平坦なさま。 
[tuno]ba[ru トゥノ/バル 平らな土地。 
tu[nomijuN トゥノミユン ならして平らにする。 
tu[noKurasajuN トゥノクラサユン 妖怪にたぶらかされて正気をなくする。 
tu[bacjicja トゥバチチャ あわてておちつきがないこと。またそのような人。 
x トゥビキラザ まがき貝。身を油で炒めながら、にらを入れて塩・醤油で味付けして
食べる。 
tu[bira トゥビラ（植）とべら。山羊の好物。 
[tu]bu[sja トゥブシャ 簡単な灯火用具。 
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tu[bura トゥブラ とぐら。鶏の夜の止まり木。かつては鶏は放し飼いだったので、夕
方になると屋敷内の木の枝に鶏が寝ている姿が見られた。 
x トゥブリマチ 小雨の夜、集落から離れた洞穴のほとり、小高い場所等に現れたとい
う青白い火。死者の亡霊とこわがった。 
tu[bure トゥブレ 弔らい。葬式。葬式への参列。葬列が屋外に出る前に遺体の安置さ
れた部屋まで行って別れを惜しむことをミートゥブレ（見弔い）[mi:]tubu[re とい
う【弔問】。 
tu[mai トゥマイ〔泊り〕港。入江。 
tu[maibaru トゥマイバル〔泊り畑〕遠方なため小屋を建てて寝泊まりしながら耕作し
ている畑。 
tu[mikusui トゥミクスイ〔止め薬〕病人にいろいろな肉の栄養を与えても効果がなか
った場合、最後の頼みとして与える犬の肉。【山羊の肉も。】 
x トゥムマ ともま。舟の後部。ここにいる者は舟の進路を受け持つ。 
[tume]ju[N トゥメユン 探し求める。(古)「とめる」。 
[tume]haro[zji トゥメハロジ〔探し親戚〕血縁ではないがなにかの縁から親戚同様
のつきあいをしている人。 
x ドゥユー/ウチワ、サキ/ホージ/タティンナ（諺）土用内は酒の麹をたてるな。よい
のができない。 
x トゥユミン 響く。知れわたる。(古)「とよむ」。 
[tu]ju[N トゥユン 取る。 
[tui]duku[ru_na[N トゥイドゥクル/ナン 取りどころがない。 
[tui]du[mi_na[N トゥイドゥミ/ナン 取り留めない。農業・商売をして収益が殆ど
ない。 
[tui]mu[cji トゥイムチ〔取り持ち〕人の接待。 
[tui]mucju[N トゥイムチュン〔取り持つ〕接待する。歓待する。ちやほやする。 
[tuja]cji[ke_sji[raraN トゥヤチケ/シララン 取り扱いできない。子供が手に負えな
い。 
[tuja]cjimiju[N トゥヤチミユン 取り集める。 
[tuja]cjimihe:cji[mi トゥヤチミ/へーチミ あれこれ取り集めること。 
x トゥヨシュン〔取り寄せる〕寄せ集める。 
[tura]sju[N トゥラシュン 取らせる。与える。(古)「とらせる」。 
x トゥラディ/ヲゥナグワ、ヲゥトゥ/カミン（諺）寅年女は夫を食う。夫を早死にさせ
る。 
x トゥラヌ/クチニワ/チクトゥム、チューヌ/クチニワ/ヌンナ（諺）虎の口にはつくと
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も、人の口にのるな。 
tu[ranuzu: トゥラヌズー（植）〔虎の尾〕ちとせらん。 
x トゥリバユン ぼんやりする。勢いをなくする。 
x トゥリバイ・トゥリバイムン ぼんやり者。 
x トゥリバイ/コーバイ ぼんやりして動作の鈍いさま。 
tu[rijuN トゥリユン 天候が穏かになる。風波が静まる。人の騒ぎや泣き声が静まる。 
[turi]duri:[tu トゥリドゥリートゥ 穏かで静かなさま。 
tu[rihjizjurusa トゥリヒジュルサ 風がないのに寒いこと。 
tu[wa: トゥワー 十日。 
tu[wasjigami トゥワシガミ 一斗入りの甕。焼酎や味噌などを入れるのに用いる。 
-tuN,-duN,-cjuN トゥン･ドゥン･チュン ～ている。起きトゥン（起きている）[’u]i[t
u]N。飛ドゥン（飛んでいる）tu[du]N。立チュン（立っている）ta[cju]N。 
[tuN]gu[sji トゥングシ かんざし。藩政時代は男も長髪でかんざしを差した。銀かん
ざしは役職にある者にだけ許され、一般は竹製であった。形によっては先が分かれて
いないカブトゥングシと、先が分かれたマタサキトゥングシに分けられる。 
[tuN]zja[ku トゥンジャク〔頓着〕世話。後始末。 
[tuN]zju[N トゥンジュン 跳び降りる。 
[tuN]dacjiji[:_%sjuN トゥンダチ・トゥンダチヰー 両ひざを立てて尻を浮かした座り
方。「トゥンダチして食事をするな」。【不作法とされる】 
x トゥンダフ 正月の酒肴を入れるのに用いる漆器。猫脚付きで蓋を取ると中に仕切り
があり、大きいのは九種の料理を盛ることができる。中国から沖縄・鹿児島へと伝わ
ったものといわれる。 
x トゥンチ・トゥヌチ「殿内」の字をあてる。格式ある旧家に対する美称。トゥンチ系
ではシムトゥヌチ・トゥンチガマ・メーマドゥヌチ・メントゥヌチ・ウシェントゥヌ
チ・トゥンチメー等の屋号がある。 
x トゥンヂー/チューヌ、ハチグレ（諺）〔酉年生まれの掻き食らい〕ハチグレはビュー
イグレ（拾い食い）とも。酉年生まれの人はその日その日の食にありつくだけの貧乏
暮らししかできない。 
x トゥントゥク/ヌーシ（貝）さやかたいも。 
[tu:]tumuguju[N（OK）トゥントゥムグリユン 頭がふらふらする。 
[tuNduru トゥンドル 処々。 
 
○ナ 
-na ナ〔助〕～か。「行ったのはおまえナ」’u[rana]:（おまえか）。「おまえも行ジナ」 
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’i[zjina]:（行ったか）。 
[na: ナー あれ。あの。（人称数詞が続く） 
[na:]Cju[i ナー/チュイ あれ一人。 
na[Te: ナテー あの二人。 
[na: ナー もう。また。 
[na･_[sji]da[N ナー/シダン もう済んだ。 
[na･_Cju[ke ナー/チュケ もう一回。 
[na･_[Ti]:[cji ナー/ティーチ もう一つ。 
[na:]Ne[: ナー/ネー もう少し。 
[na:]ba[: ナー/バー もう嫌だ。嫌だ。女の子が方言を直訳して、共通語「嫌だわ」
に当たる言葉として「もう嫌」という言い方をする。 
na[hji ナーヒ・ナヒ もっと。「ナヒ持ってこい」。 
[na:]ma[ta ナーマタ また。再度。 
[na: ナー・ナカ 中。 
[na:]gu[: ナーグー 植物の芯。 
[na:]zji[ru ナー/ジル 中弦。三味線の真中の弦。 
[na:]zjiruga[i ナージル/ガイ 中弦上がり。二上がり。本調子より真中の弦の音程を
上げる奏法。民謡「イチカ節」のことをこう呼ぶこともある。現在は本調子で弾くが、
かつては二上がりで弾いたから。【国頭では三絃そのものを言う。】 
[na:]ba[ja,[maNnabaja ナー/バヤ・マンナ/バヤ〔中柱・真中柱〕大黒柱。 
[na:]ba[ri ナー/バリ〔中晴れ〕梅雨の中間で数日晴天の続く期間。 
[na]ka[ja ナカ/ヤ〔中屋〕母屋と台所の間にある棟のこと。ただしこれのある家は
少ない。 
[na]ka[ra,[na]:[ra ナカラ・ナーラ 半分。中途。(古)「なから」。 
[na: ナー 名。 
x ナー/ウチュン〔名打つ〕名高くなる。 
[na:cjiki ナー/チキ〔名づけ〕いいなずけ。婚約者。 
? ナーナシ/ウイビ〔名無指〕薬指。これで薬をつけるとよく利くという。【[’u]i[bi
は総称】 
na[cji｡kijuN ナチキユン〔名つける〕口実にする。「子守りをナチキて遊んでいる」。 
ナー ～ずつ。数詞につく。例えばミーチナー [mi:cjina: は三つずつ。【[Ti:]cjina[:
（一つずつ）、[Ta:cjina:（二つずつ）】 
[na:]ga[ma ナーガマ〔菜小〕菜っ葉。オーフヮー [’o:]Fa[:(青葉)とも。 
[na:]sju[N ナーシュン よける。のける。 
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[na]:[sji]ru（OK）ナーシルー 今晩。 
[na:]su[bi ナースビ（植）茄子。x桑の実【これは [Kwa]nu[mi】。 
[’a]na[ze]:（OK）ナーゼ ～ではないか。「これを書いたのはおまえはナーゼ」（おまえ
ではないか)。 
[na]:[da,[mi:]na[da ナーダー・ミーナダー 涙。 
[na]:[cja ナーチャ 明日。 
x ナーチュ 仲人。国頭字外では殆ど廃語。【[naka]’u[do という。】 
[na]:[du ナードゥ 彼自身。彼女自身。【第三者のことを言う。】 
[na:]niN[za ナーニ・ナーニンザ あいつ。古語「なれ」の転か。【悪口で】 
x ナーバ 食用にならないきのこ。 
[na:]bi[ra ナービラ（植）へちま。味噌汁に入れるほか、豚油で炒め豆腐等と共に味
噌味をつけて食べる。 
[na:biNku ナービン/フーチ・ナービン/ク 鋳掛屋。沖縄から来島した。「ナービン/ク
ーキ」と呼ばわりながら、ふいごをかついで村々を回り、木陰などで鍋釜の修理をし
た。修理したばかりのまだ熱い部分に味噌をつけ、それを生の甘藷でこすりつけるの
で、その辺りに香ばしい焼味噌の匂いが漂うものだった。 
[na:mita,[na:mitamuni ナーミタ・ナーミタ/ムニ〔空言〕でたらめな話。うそ。 
[na:]mi[cju ナーミチュ 再来年。 
[nai]mu[N ナイムン 果物類。みかんやかぼちゃ等のナイムンがあまり多く実るときは
不吉だから人に分けてあげなければならない。 
na[ka ナカ〔仲〕酒の酌。【na[ka_%sjuN（～をする）】 
na[ka_[wuga]mi[N ナカ/ヲゥガミン〔仲拝む〕長上に対して儀礼としての酒の献酬
をする。 
-nagai ナガイ ～など。ストゥミティ[sutu]mitinaga[i（朝）、ヒンマ [hjiN]managa
[i（昼間）、ヨーネ [jo:]nenaga[i（夕方）等の下につく。その時間帯にふさわしくな
いできごとが起こった場合に使う。「昼間ナガイから酒を飲んでいる」。 
[na]ga[sa]N ナガサン 長い。 
[na]ga[’wa,[naga]’wa[nu ナガ/ウヮ〔長豚〕子豚が成長して、親豚になる前の豚。 
[naga]daiwo:[dai ナガダイ/ヲーダイ 長すぎる着物を引きずるように着ているさま。 
x ナガ/トゥーユ（植）あきののげし。 
[naga]ma[sji ナガ/マシ【長方形をした】長い田。 
na[gaju_%mju]･[N ナガユ/ミュン〔長世見る〕長生きする。否定形で「ナガユミャ
ン na[gaju_%mja]･[N（長世見ない。早逝する）」と使う方が多い。 
-nagai（OK)ナガシ ～に沿ってずっと。「海岸ナガシ探したがいなかった [’uni]naga
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[i」。x～の期間ずっと。「病気しているナガシ付きそって看病した」。 
[naga]sji[: ナガシ ながし。梅雨。 
x ナガシ/アガイニ、フチヌ/ハジヌ、チジチュヌ/トゥキワ、マミドーラヌ、ヨーイ/
シリ（諺）梅雨上がりに、東風が、続くときは、豆俵の、用意せよ。そのような年は
大豆が豊作である。 
[naga]sji[ta ナガシタ（一）～など。o「本ナガシタ、鉛筆ナガシタ買った」。（二）人
名、人称代名詞について軽視や謙遜、卑下の意を表わす。「太郎ナガシタ ta[ro_[nag
a]sji[ta を相手にするな」「私達ナガシタ wa[cja_[naga]sji[ta[ が言ってもとりあ
げてくれない」。 
[naku]taju[N ナクタユン 僅かに潤う。【雨で。その少し降る雨を [naku]tai’a[mi と
言う。】 
[naku]tai_ho:[tai ナクタイ/ホータイ 小雨で僅かに潤ったさま。ものごとのしみっ
たれたさま。 
[naga]miju[N ナガミユン 眺める。悲しみの情を何かでまぎらわせて心を慰める。(古)
「ながめもの」(眺めて気晴らしになるもの)。 
[naga]riju[N ナガリユン 流れる。 
x ナガリ〔流れ〕舟を潮流に任せながらの釣り。xフカノー（深縄）とも。 
x ナガリ/アミ〔流れ雨〕にわか雨。 
[na]gi[･ ナギー 縦。着物の長さ。 
na[gusami（OK）ナクサミ 慰め。角力や踊り等の遊興行事。 
[nagu]rimu[N ナグリムン 定職もなくぶらぶら暮らしている者。 
[na]ge[sa]N ナゲサン 永い。【永いではなく、むしろ、長い】 
[na]ge[sa_[na]ju[N ナゲサ/ナユン 永くなる。【長くなる】 
[nasa]ki[wa_[cju:damija_%na]･[N ナサキワ、チューダミワ/ナン（諺）情けは人の為
ではない。必ず自分にかえってくる。 
[na]sji[cji,[nasji]cji[gwa ナシチ 人・家畜の子で発育悪く小さい者。 
[na]sju[N ナシュン なす。産む。(古)「なす」。 
[nasji]zji[ki ナシヂキ 臨月。 
[nasji]munu[Kwa ナシムヌクヮ 子を強調していう言葉。腹を痛めた子。 
x ナジレユン ものごとをさっさとせず、でれでれする。 
na[Ta ナタ あなた。ただし、共通語より範囲が狭く同等もしくは下位者には普通こう
は呼びかけない。 
na[Ta]ta ナタ/タ あなた方。【目上】 
[naTa]cju[’i ナタ/チュイ あなたお一人。 
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[na]Ta[du ナタ/ドゥ あなた自身。 
[naTa]tu[ru[ ナタ/トゥル あなた方お二人。 
x ナタビチ 三味線の下手な弾き方。 
[nacji]ka[sja]N ナチカシャン なつかしい。自らを哀れと思う。 
na[cjiguri ナチグリ 夏のにわか雨。夕立ち。 
na[cjigurinu_ha[tabui ナチグリヌ、ハタブイ（諺）夕立ちの、片降り。 
x ナチグリワ、ウシヌ/ハタチヌ、モーティ/フユン（諺）夏の夕立ちは牛の片方だけ
に降る。近接していながら降るところ、降らないところがある。 
na[cjuN ナチュン 泣く。ほえる。いななく。 
na[cjisa,[nacji]samu[N[ ナチサ・ナチサムン 泣き虫。 
na[cjimita ナチ/ミタ 泣きごと。 
na[cjunu_Kwa:[du_[cji:_[nu]mi[ru ナチュヌ/クヮードゥ、チー/ヌミル（諺）〔泣
く子こそ乳を飲むことができる〕積極的に要求する者が勝ちで、黙っていたら損をす
る。 
x ナナウティグチヌ、ミジ/クディ、アングシャリ/ニゲーシュン（諺）川水の落ちる七
か所から浄水を汲んで神に供え、アングシャリ（藩政時代に来島の役人の現地妻、種々
の特権が与えられた）にとりたてられるよう祈願する。 
[nana]sjinadu:[sji（OK）ナナシニャ/ドゥーシ〔七品雑炊〕七草粥。正月七日につく
り近所にも配る。この日門松を取り去る。また、この日は海や山に行くものではない
とされる。 
na[nazju:sa]N ナナジューサン 七十三。この年齢から本式に歳の祝をする。午前中に
家族・兄弟・子や孫等がサングンをし、午後は一般招待客とのナカをしながら祝宴を
する。 
x ナナチ/マーブイ（貝）水字貝。家の軒に吊して火災防止のまじないとする。 
x ナナトゥ/ショーバン〔七度相伴〕子供が食事を済ませていても、他人が食べると何
度も一緒に食べることをいう。 
na[hi] ナヒ もっと。「ナヒ持って来い」。 
na[bi] ナビ 鍋。 
[nabi]sji[cji ナビ/シチ 鍋敷き。藁を丸く編んで釜や鍋を置けるようにしたもの。 
[nabi]tu[i ナビ/トゥイ〔鍋取り〕藁を編んで十センチと七センチ程度の長方形の物
を二個作り、紐縄で連絡する。一つずつ両手に持って鍋を掴む。 
[nabi]hjigu[ru[ ナビ/ヒグル 鍋墨。x赤子のウッタチの際はこれを額につけて魔除け
とする。xその子を抱く女の人は髪ににんにくの葉を巻き付けて行った。 
[na:]buru[sa]N ナブルサン なめらかである。滑りやすい状態である。 
Hosei University Repository
 
－39－ 
x ナブル/スジリ 道などが滑りやすいさま。 
[na:]buruta:[ma ナブルターマ すべすべ。 
na[Fa] ナフヮ 那覇。沖縄。 
[na]Fa[ju ナフヮ/ユ 那覇世。琉球服属時代。 
[naFa]wudu[i ナフヮ/ヲゥドゥイ〔那覇踊り〕沖縄舞踊。奄美諸島で沖永良部は最
も沖縄舞踊の盛んな島と言えよう。藩政時代にも沖縄から師匠を招いて練習し、それ
を各集落毎に十五夜ナンカビに公開したという。ナフヮ踊りの興業が永良部で行われ
るようになったのは明治二十年頃からだという。昭和六十年現在において、那覇踊り
は前にも増して盛んである。 
na[ma] ナマ 今。 
na[ma]jaNkja ナマ/アンキャ〔今であるなら〕今だったら。 
na[maga:ta ナマ/ガータ 今しがた。 
na[ma]kara ナマ/カラ 今から。 
na[mazjibuN ナマ/ジブン〔今時分〕近頃。 
[nama]du:[na ナマドゥナー そんなに遅く。 
x ナマ/ナチュタヌ/ミーワ、ターガ/ミーヨ、デークニバッテヌ/チッピガ/ミー（諺）
〔今泣いていた目は誰の目か。大根畑のちびの目〕今さきまで泣いていた子を冷やか
していう語。他にも大同小異の言い方がある。 
na[ma]nati ナマ/ナティ 今になって。今さら。 
na[ma]niti ナマ/ニティ 今に。たちどころに。 
[na]N[ma ナンマ ナマを強めた言い方。ついさっき。「彼はナンマまでここにいたの
に」。 
na[ma ナマ まだ。na[ma_na[da とも。 
x ナマガレ・ナマガデ まだまだ。 
[nama]Fudu[: ナマフドゥー まだまだ。 
na[makata ナマカタ 生意気な者。 
[na]ma[sa]N ナマサン 生やさしい。きびしさを欠く。 
na[mazjirejuN ナマジレユン きりっとしたところなく、でれでれする。 
na[mazjire,na[mazjiremuN ナマジレ・ナマジレ/ムン 心にしまりのない者。お人
好し。 
[nama]zjireta:[ma ナマジレターマ きびしさの足りないさま。「そんなにナマジレ
ターマ注意しても誰がきくものか」。 
[nama]cjibu[ru_[ja]mi[N ナマチブル/ヤミン〔生頭病む〕頭が鈍痛する。 
[nama]rizju[:[ ナマリ/ジュー 干満の差の少い潮。 
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x ナミ ～だろう。「東京はもうヒーサムナミ」(東京はもう寒いだろう）。 
[na]ju[N ナユン なる。o果実が実る。o性交する。 
[na]ra[N ナラン ならない。かなわない。 
x ナラシ えもんがけ。 
(希）na[rasji ナラシ 蓋付きの吸い物碗。 
na[re〔習い〕礼儀作法。風俗習慣。伝統。 
na[re_%na]･[N ナレ/ナン〔ナレ無い〕礼儀を知らない。 
na[re_[wuga]mju[N ナレ/ヲゥガミン〔ナレ拝む〕優れた人の仕方を学ぶ。 
[naro]ju[N ナロユン 習う。 
[naro]sju[N ナロシュン 教える。 
%na]･[N ナン 無い。 
[na]:[nu_su[diwa_Fu[raraN ナーヌ/スディワ、フララン（諺）無い袖は振られぬ。 
x ナーヌ/ムンワ、卜ーマヌチヌ/ダケ（諺）〔無いものは唐馬の角だけ〕無いものは
ないといえるほどの大富豪のこと。 
x ナンコ/ナシュン なくする（意識的に）。 
x ナンコ/ナユン なくなる（意識的でなく）。 
[naN]ka[: ナンカー〔七日〕初七日の供養。招待はせず、縁の深い人々が自発的に参
加する。 
[naN]kanusji[ku ナンカヌ/シク 七日の節句。旧正月七日のこと。床餅を降ろし、吸
物をつくり、祖霊に供える。門松も除去する。xこの日は妖怪が出るので海や山に行
くものではないと言われ、x船での旅立ちは特に忌まれた。 
[naN]kaje[:,[na:cjikije: ナンカヱー・ナーチキヱー 七日祝・名付け祝。産後七日の
祝で、命名の日でもある。この日産児の命を奪おうとしていた妖魔も退散するという。
これまでは産児は母親の腰巻きやじゅばんでくるんでおき、七日になって初めて産衣
を着せた。 
[naNko ナンコ 箸戦。酒宴の席上での遊び。長さ八センチ程度の箸等を三本ずつ持っ
て二人向き合い、任意の本数を右掌に隠して出し、両者の計を言い当てることによっ
て勝負する。負けた者は罰として酒を飲まなければならない。鹿児島から伝わったも
のであろう。【大人の男がする。】 
[naN]zji[cji ナンジチ〔鍋付き〕おこげ。【御飯の】 
  [naN]zjicjihaza[(:) ナンジチ/ハザ こげくさい匂い。 
x ナンディム 確かでないことを表わす。「ナンディム、二人一緒に出たようすだ」。 
[naN]du ナンドゥ・xシューグイ・xシュービ〔納戸・塩庫裡〕味噌・醤油その他をし
まって置く所。普通台所の東側に設けられる。 
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x ナンバンガサ〔南蛮瘡〕梅毒のこと。ただし廃語。 
 
○ニ 
[ni: ニー 場所。「品物を置くニがない ’u[cjunu_[ni:nu_na[N」。 
ニー・ン 動詞についてその動作をしてみよとの意を表わす。「こっちに来ちニ ki[Cji]
mi:」（こっちに来てごらん）。「おまえも来ちン ki[Cji]N」（おまえも来てごらん）。 
[ni:,[ni:hara= ニー・ニーハラ 胸。 
[ni:kuzjirijuN ニー・クジリュン 食物が胸につかえる。 
[ni:_[sji｡ko]mikasju[N ニー/シコミカシュン 胸がどきっとする。 
ni[:,ne[: ニー 十二支の子。 
x ニーウシヌ/ズーウンブイ、サルトゥイヌ/ムケヤブリ（諺）〔子丑の尾打ち振り、
申酉の迎え破れ〕子丑の日の後と、申酉の日の前は天候が悪くなる。 
x ニーヌトゥシニ/ニーチキティ、ウシヌトゥシニ/ウーシチキリ（諺）子の年に植え
つけて、翌丑の年にその収穫を満載せよ。 
ni[: ニー 根。 
[ni:]su[ra ニー／スラ 植物の根と末。xことの終始。 
[ni:]ka[ra_su[ra]Ntabe ニーカラ／スランタベ 根から末まで。o一部始終。 
x ニートゥイ／フヮートゥイ〔根問い葉問い〕根ほり葉ほり。 
x ニーナシ／ハジラ（植）〔根無しかずら〕すなずる。【cf.[mi:nasjihazjira（実なし）
葉のみ。】 
[ni]:[se,ni[se ニーセ 青年。 
[ni:]senaije[: ニーセナイ／ヱー 成年祝。藩政時代島の上層で行ったという。 
x ニータチュン 独楽の回転がきわまって澄む。 
x ニーヌイ〔入念〕念。「ニーヌイ入れてしなさい」。 
[ni:]ba[i ニーバイ（魚）しろぶちはた。 
[ni:]bi[cji ニービチ〔根引き?〕結婚式。 
[ni:]bicjido:[Fu ニービチ/ドーフ〔結婚式豆腐〕仲人の妻が花嫁を迎えに行く際、サ
ギジュー [sa]gi[zju:,[sagi]zju:[nu にこれやニービチウヮーガシ [ni:]bicji’wa: 
ga[sji（結婚式豚肉）等を入れ、酒と共に持参する。豆腐は普通より固めに作る。こ
れらの御馳走を花嫁の家では来客の膳に配る。 
[ni:]bi[ru ニービル（植）のびる。葉は味噌汁に入れる。クッカ kuk[ka]（球根）は
塩漬けにしたり、おからと共に炒めたりして副植物とする。 
[ni:juN ニーユン 練る。こねる。【粉を】 
[ni:juN ニーユン 煮える。 
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[ni]ga[cji,[niga]cji[nu ニガチ 二月。 
x ニガチ、カジモーヤ〔二月風回り〕旧二月は風向きが変リやすい。 
[ni]ga[cji_[cji:]bi:[sa ニガチ、チービーサ〔二月、一日寒さ〕日に日に暖かくなっ
ていく旧二月に、ある一日突然やってくる寒さ。二月になったら寒い日は一日しかな
いとも、二月になっても寒い日が最低一日はあるとも解される。 
x ニガチ／チービーサワ、ワラビニザ/ヒンジャシュン（諺）二月中に不意にやって
くる寒さは、それがたった一日にしろ、子供のニザが逃け出さずにはおられないほど
身にこたえるものである。 
x ニサンガチヌ、フチョブクリワ、ヱーガリウシヌ、タニ/キリラシュン（諺）旧二、
三月になって吹く東風は、やせ牛の種を切らしてしまう。栄養不良のやせ牛を全滅さ
せる程寒く気持ち悪い。かつては牛馬は野外につないで飼っていたから風雨を防ぐこ
とができなかった。 
x ニガミ 根神。和泊のS家の東方には根神を祀ってあったという。沖縄と比べて沖永良
部では信仰の痕跡が薄い。 
[ni]ku[bu ニクブ ねこぶく。脱穀や籾干しの際に用いられる縄を編んで作ったむしろ。 
[nigo]ju[N ニゴユン のがれる。すべきことや、出すべきことの割りあてを免除される。 
ni[sa]N ニサン 遅い。 
x ニサンヌ/フルメ〔ニ、三のふるまい〕二の膳三の膳まで出るような豪華なもてなし。 
ni[sji= ニシ 北。 
x ニシ/ガヤ 西仮屋。ヒジャガヤ（東仮屋）と共に藩政時代来島の役人の官舎。 
x ニシ/ヂー〔北霧〕旧二月頃中国大陸から来る黄塵。麦にも苗代にも影響が悪い。 
ni[sjihazji,ni[sjibucji ニシ/ハジ・ニシ/ブチ 北風。 
x ニシャドゥ〔北屋戸〕母屋の北側の戸口。裏戸口。 
ni[zji= ニジ〔握リ〕稲苗を数える単位。径十センチくらいに藁でくくる。三ニジが一
チカとなる。【[Cju]ni[zji,Ta[njizji,mi[njizji,…と数える。また、チカは [Cjucji]K
a[N,Ta[cjiKaN,…と数える。】 
ni[zji= ニジ 魚の小骨や植物のとげ。いばら。とげのある植物は活花にするものではな
いという。(古)「のぎ」。 
[ni]zja[sa]N ニジャサン 苦い。 
[ni]zja[na ニジャ/ナ（植）にがな。うさぎの好物である。 
[nizja]mu[sji ニジャ/ムシ〔苦虫〕ありもどきぞうむし。甘藷の大敵で被害いもは臭
気と苦味があって食えない。表皮についているときはホームシ [ho:]mu[sji【虫は皮
のみ食べる】(皮虫）という。 
[nizja]musjizjira[:[ ニジャムシ/ヂラ 苦虫顔。 
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[ni]zja[ju ニジャユ にがり。 
[nizja]riju[N ニジャリユン 不潔になる。糸がもつれる。「乱れる」の転か。 
ni[zjarimuN ニジャリ・ニジャリ/ムン 不潔。不潔者。 
ni[zjariko:zjari ニジャリ/コージャリ 不潔で乱雑なさま。 
[nizja]rihara[zji ニジャリ/ハラジワ、スラカラ（諺）乱れ髪は末から（くしけずれ）。 
ni[zju] ニジュ 溝。堀。 
[nizju]ma[sji ニジュ/マシ 溜池の水を末端の田まで引くには幾つかの田を経由せね
ばならない。この経由される田のこと。水を引く際はニジュマシ毎にミンダイ [miN]
da[i と称する水深標をつけてニジュマシの水量を減少させぬようにしなければなら
ない。 
ni[zjusaja ニジュ（ー）サヤ 二十三夜月待ち。【月を拝む。モチを供える。】 
x ニジューサヤガミワ、カルイシ（諺）二十三夜の神は軽石（沈まない）。二十三夜
の神は航海安全の神だといわれる。船旅をする人は、二十三夜月待ちの際のお供えの
洗米を紙に包んで携えていると遭難しないといわれる。 
x ニジューシチハチヌ、ワタシビー（諺）二十七、八日の渡し日。その頃の天候は翌月
にも受け継がれる。 
[nizji]ju[N ニジュン 食物に不自由する。すきっ腹になる。食事を抜く。「今日は忙し
くて昼食はニジた [nizji]ta[N」。 
x ニジ/ハチリ 食物に不自由しているさま。 
ni[zo] ニゾ 歌語で主として男から女の愛人をさしていう。その反対はサトゥ。 
ni[zosa]N ニゾサン かわいそうだ。 
ni[zosai,ni[zosa]ja ニゾサイ・ニゾサ（ヤ）かわいそうに。感動詞的に使われる。 
[ni]ta[sa]N ニタサン ねたましい。腹立たしい。 
ni[cji= ニチ 寝息。いびき。 
(希）ni[cja]N ニチャン 味がまずい。 
-niti ニティ〔助〕～で。～にて。「道ニティ会った mi[cjiniti_[’o:]ta[N」。 
[ninu]Fabu[sji ニヌフヮブシ 北極星。【歌の中で】 
ni[hja:= ニヒャー 家の軒の下部を葺くのに用いる短い茅。 
ni[bu] 二ブ ひしゃく。 
[ni]bu[tu ニブトゥ〔根太〕腫物。 
ni[bujuN ニブユン 眠る。 
ni[buizama ニブイ/ザマ 寝とぼけ。 
[nibu]i[zji ニブイ/ジ〔眠り巣〕寝床。【人の】 
ni[buinacji ニブイ/ナチ 幼児が眠たがって泣くこと。 
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ni[butunu_[Kwa:_[’u:]sju[N ニブトゥヌ/クヮー、ウーシュン（諺）〔寝ている子を
起こす〕平静でいる者に、余計な刺激を与えてその心を乱す。 
[nibu]jaho:[ja ニブヤ/ホーヤ 寝ころがっているさま。 
ni[marijuN ニマリユン 食物が腐りかけてねばねばした状態になる。 
-nja: ニャ〔助〕～か。問いを表わす。「おまえも見に行くニャ ’i[cjuNnja]:」。～ねば
ならない。「おまえは早く行カンニャ ’i[kaNnja]:」（早くいかなければならない）。 
[njo,[njo:]nu ニョー しゅろの繊維で細い縄をない、それを三本より合わせて作った
特別丈夫な縄で牛馬の鼻縄等に用いる。そうして作ることをニョーをハチュン [ha]c
ju[N【編む】という。 
[njo]:[sa ニョーサ みの。しゅろを材料にして作った雨具。 
[njo:sjuN ニョーシュン oすもうなどで互いに呼吸をはかる。相手の力などを読みとろ
うとして向きあう。ものごとをなそうと身構えする。【相手の出方をうかがう意も。】 
[njo:juN ニョーユン 似合う。 
x ニョーティドゥ、ハマワ/シキラユル（諺）（似合ってこそ釜は据えられる）昔のか
まどは石三つを置いて作ったので、それに甚しい大小があっては鍋釜を据えることが
できなかった。似合いの夫婦であってこそ生計をたてていくことができる。実際には
両者とも知能が低い等似たり寄ったりの夫婦を嘲ける場合に用いる。 
x ニラ 海のかなたにある信仰上の国。稲種子はここからもたらされたという。また、
ニラの神はユイギ（海岸の漂木）に身を変えることがあり、生まれてくる子にクレ（身
分。運命）を授けるとされていた。かつては新麦・新米がとれるとなぎさに行ってニ
ラの神に供えたが、後には戸を開けて縁側に供えるようになり、しまいにはそれもな
くなった。【奄美大島で言うと。】 
[niN]gi_[niN]gi ニンギニンギ（幼）握々。幼児に掌を握ったり広げたりさせる動作。
【あやすとき】 
[niNguru ニングル 妾。情婦。 
[niNgurugwa: ニングル/グヮー 妾の子。私生児。 
[niNzjime: ニンジ/メー 握り飯。丸いのが普通。 
 
○’ニ 
[Ni]: ニー・xニン うん。同輩や目下に用いる返事。 
[Nja:gu ニャーグ 石灰質の石が風化して砕けてできた土。 
x ニャーシ/グヮー かわいらしい子。他人の子をほめて言う。 
[Nja:sja]N ニャーシャン 汚い。醜い。(字などが）まずい。【人には言わない。】 
x ニャー/ゴ〔汚い布〕 おしめ。ウドゥゴとも。 
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[Nja]:[Nja ニャー/ニャ（幼）汚いもの【全般】。糞便。 
[Nja:]mu[zji ニャー/ムジ 小麦。昭和になってからこれを押麦にして食べるようにな
った。 
x ニンチカネー・インチカネー ちょっぴり。非常に少いこと。粗末なこと。謙遜して
「これはニンチカネーの物ですが、どうぞお使いください」などと言う。 
 
○ヌ 
-nu ヌ〔助〕～の。～が。?「鉄ヌ板」「犬ヌ [’i]nu[nu 来た」。【[Cju:nu（人が）】 
x ヌイ 海藻むらさきのり。波の荒い北海岸に生える。すまし汁・酢の物・卵とじ・つ
くだに等にする。【青い海苔に nu[i,[nu]i[nu というものがある。】 
x ヌイグラ 塗り鞍。木製で塗物の鞍。沖縄から移入した高級品。 
x ヌイミ/ファイミ〔縫い目針目〕裁縫【[nui]mi[:,[Fai]mi[: とは言う】。 
[nu]: ヌー 何。「ヌー、もう一度言ってごらん」「これはヌーかな [nu:]kaja」。 
[nu:]kaFui[ka ヌーカ/フイカ なにやかや。 
[nu:]ka[nu_ku[tu:_%sjuN ヌーカヌクトゥ/シュン〔何かのようにしている〕とても
親しくしている。 
[nu:]gara ヌー/ガラ 何やら。なぜか。 
[nu:]sjuNdi ヌー/シュンディ〔何するとて〕あのときなぜ。自分のしたことを後悔
する意を表わす。「あのとき私はヌーシュンディあんなことを言ったのだろう」。 
(希）[nu:_%sjuNtu ヌー/シュントゥ･[nu:_%sjirja: ヌー/シリワ〔何とすれば〕まさ
か。相手の言葉を否定するときに用いる。「ヌーシュントゥそんなはずがあるものか」。 
[nu:]ta[nu_%kutu・ヌータヌ/クトゥ〔何ということ〕音沙汰。「出たきりヌータヌ
クトゥもない」。 
[nu:]dicji ヌーディチ〔何と言って〕なぜに。「ヌーディチそんなことをしてしまっ
たのか」。 
x ヌードゥクルワ/ナン 何どころじゃない。それ以外のことに構ってはおれない。 
[nu:]Fui ヌーフイ あれこれ。 
[nu]:[ja ヌーヤ 何時【ナンジ】頃。 
[nu:]jo 何か。 
x ヌーサ とても。非常に。「ヌーサ長い時間かかった」。 
[nu:]sji[(:)[ ヌーシー 貝【全般】。 
nu[ga]: ヌガー なぜ。 
nu[ga]gara ヌガ/ガラ なぜか。 
x ヌカヤヌ/シミ/ワシリンナ（諺）〔糠屋の隅を忘れるな〕貧乏時代を忘れるな。貧苦
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を共にした妻を大切にせよ。 
(希）nu[KimuN ヌキムン 抜きんでた者。【すぐれた人】 
[nuku]tamaju[N ヌクタマユン ぬくもる。暖まる。 
(希）[nu]gu[ra ヌグラ「その、なに」。言葉がつまったとき、次の言葉までの間に発す
る言葉。 
(希）[nu]za[: ヌザー しなをつくるの「しな」にあたる語。 
[nusa]baju[N ヌサバユン おしゃれをする。 
[nusa]baiko:[bai ヌサバイ/コーバイ おめかし、おしゃれをしたさま。 
[nusa]baimu[N ヌサバイ・ヌサバイ/ムン おしゃれ。おしゃれ者。おめかしや。【悪
口も】 
nu[sari ヌサリ 運命。「それが彼女のヌサリだったろう」。 
nu[sarijuN ヌサリユン 幸運に恵まれる。 
nu[sariranu_[Fu]:[wa_[cjika]ra[N ヌサリラヌ/フーワ、チカラン（諺）恵まれぬ
運にはありつけない。運が回ってこなければどうにもならないからあせるな。 
nu[sji]du_[se:]ku[: ヌシドゥ/セークー（諺）〔主こそ大工〕家の建築を立派に仕上げ
ようと思ったら主がついていることが大切。 
[nuzja]gaju[N ヌジャガユン 見るために背伸びをする。 
[nu]zja[gi ヌジャギ 食物がのどにひっかかること。 
[nuzja]nu[zja ヌジャヌジャ まごまご【する】。 
[nu]zju[N ヌジュン 抜く。脱ぐ。 
[nuzji]ba[na ヌジ/バナ（植）〔抜き花〕やぶらん。葉を引き抜いて墓前に供える。 
[nuzu]cju[N ヌズチュン のぞく。 
[nuzu]mi[: ヌズ/ミー のぞき見。 
[nusu]du[(:)[ ヌスドゥー ぬすびと。泥棒。 
x ヌスドゥヌ/マーワ、トゥマ（諺）〔盗人の間は十間〕泥棒から見たら人の家は隙だ
らけ。用心が肝要。 
x ヌスドゥワ、ドゥーカラ/イジユン〔盗人は自分で出る〕盗人は自身の不用意な、
不自然な言動によって盗んだことを暴露してしまう。 
[nuzu]riju[N ヌズリユン ずり落ちる。 
nu[cji_? ヌチ ぬき糸。織物の緯糸。家屋の横木。味噌・醤油を造る際のこうじがxタテ
ィ（縦）で材料になる豆等をxヌチという。 
nu[cjisasjija: ヌチサシ/ヤー 二段にも三段にも横木を柱に貫いた家で台風に強い。 
-nucji ヌチ 稲苗を数える単位。十チカが一ヌチとなる。一ヌチは大体二畝半の植え料
である。【[Cju]nu[cji,Ta[nucji,…と数える。】 
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nu[cjibana ヌチバナ 軒端。軒先。 
x ヌチマグ 麦わら製の種子物入れ。 
nu[cjuN ヌチュン 突く。貫く。指さす。指輪をはめる。 
x ヌチョシュン（顔を）つきあわせる。（家が）隣接する。 
nu[nu･= ヌヌ 布。 
x ヌヌワ/ヌチカラ、チューワ/トゥジカラ（諺）布は緯糸しだいで、人は妻しだいで
良くも悪くもなる。 
x ヌヌワ/ミミカラ、ハテワ/シーカラ（諺）布は耳から、畑は隅から。そこをおろそ
かにするな。 
nu[bi]〔伸び〕あくび。【nu[bi]_sjuN あくびをする。再調査では体を伸ばす意と。】 
[nubja]ga[i ヌビャガイ すぐ隣り。【近く】 
[nubja]gaju[N ヌビャガユン ついでにちょっと顔出しする。【人の家に挨拶をする。近
所とは限らない。】 
[nubi]gwa:[sji ヌビ/グヮーシ 煎り小麦粉と黒糖を原料とした長方体の菓子。【nubi-
は伸び、伸ばす意】 
x ヌミヌ/クラドゥ、タチュル（諺）酒飲みこそ倉を建てる。下戸の建てたる倉はなし。 
(希）nu[rajuN ヌラユン ののしられる。 
x ヌル のろ。「祝女」の字をあてる。昔公的な神事を司った女性。ヌルが大切な祭祀の
際に着るうちかけは、前日まで芭蕉の繊維を水に浸しておき、当日になって数名でそ
れを織ってしあげたという。【nu[ru] は奄美大島。永良部は ju[ta=。】 
x ヌルワカイ 民謡の一節に「永良部三十（ミソ）ヌルが遊び所」とあるように、明
治の初め頃までは、大体各字一人のヌルがいたようである。ヌルによる地区の別とい
う意味でヌルワカイという。 
[nuru]kuna[bi ヌルクナビ 中央に円筒状の部分があり、そこにも炭火を入れ、回りの
御馳走を暖めながら食べられるようにできている鍋【むしろ寄せ鍋か】。 
[nuru]kuni[: ヌルクニー 大みそかや正月の残り物の御馳走をおでん風に煮込んだも
の。なくなるまで何度もくりかえし煮て食べる。【必ずしも大みそかや正月に限らない。
[nuru]kuja[se は野菜のごった煮、煮しめ。】 
[nuNgisa]N,[nuNsa]N ヌンギサン・ヌンサン 怖い。恐ろしい。 
[nuN]gisagi:[sa ヌンギサ/ギーサ こわごわ。おそるおそる。 
[nuNgiCju: ヌンギ/チュー こわい人。 
[nuNgizjira ヌンギ/ヂラ こわい顔。 
[nuNgidukuru ヌンギ/ドゥクル こわい場所。 
[nuNgibanasji ヌンギ/バナシ こわい話。怪談。 
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[nuNgimuN ヌンギ/ムン 妖怪。おそるべき人物。 
[nu]N[gja]: ヌンギャー おおこわ。感動詞として用いる。 
 
○ネ 
ne[:,[ne]:[nu ネー・ニー 地震。(古)「なゐ」。【ne[:_%jutaN】 
[ne: ネー 似合い。 
x ネーネ 似合った同士。 
[ne:]zju[N ネージュン びっこをひく。(古)「なへぐ」。 
[ne]:[gu,[ne]:[zja ネーグ・ネージャ ちんば。 
[ne:]gune:[gu ネーグネーグ ちんばをひきひき歩くさま。 
[ne:juN ネーユン 差出す。【どうぞ】 
[ne:]ju[N ネーユン しなえる。しおれる。 
[neNne ネンネ 姉さん。 
 
○’ネ 
Ne[:,[Ne]N[cja ネー・ネンチ ャ 少し。少しぼっち。 
[Ne:]cju(:)[nu_[masa]gu[re ネー/チューヌ、マサグレ（諺）〔少人数の美食〕 家
族が少人数だとおいしいものを食べて生活ができる。【家族とは限らない。】 
Ne[:_%sjiriwa ネー/シリワ（ちょっとすると）ともすると。「ネーシリワ頭が痛いと
いって休もうとする」。 
[Ne:]muN[cja_%na]･[N ネームンチャ/ナン（少しのものではない）大したものだ。
大量である。 
[NeN]cja[nu_kutu[･_%na]･[N ネンチャヌ/クトゥワ/ナン（ちょっとしたことでは
ない）なみなみのことではない。大したものだ。「あの時代の苦労はネンチャヌクトゥ
ではなかった」。「ネンチャヌクトゥ」は「ネンチャヌムン」とも。 
 
○ノ 
no[:,[no]:[nu ノー 大魚を釣る際の釣縄。す糸をより合わせ豚の血を塗って作る。 
[no:]za[cji ノーザチ（植）はいきび【という草】。この葉にできる節の数だけその年は
台風がくるという。 
[no:]zji[:_? ノージ 虹。(古)「ぬじ」。【ni[zji] が普】 
x ノージノージ、ハタナサチ/ティーキリリ（虹よ虹、刀を差して手切れよ）子供が
虹を仰いで言うことば。 
[no:]zji[(:)[ ノージー のこぎり。 
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[no]:[sju,[no:]sju[da ノーシュ・ノーシュダー 苗代。 
[no:]sju[N ノーシュン なおす。しまう。「本をしまいなさい」というべきのを、方言
を直訳して「本をなおしなさい」と言うのは誤り。 
[no:]su[bi ノースビ 小さな蝉の一種。 
[no:]ju[N ノーユン（病気が）oなおる。o縫う。o家を移転する。o座席を移す。 
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